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関西外大通信

　本誌中央の4㌻（7
～ 10面）に、キャンパ
スマップなど新入生に
役立つ情報をまとめて
掲載しました。TOEFL、
TOEICの日程や「学習
支援センター」などの
ガイドも掲載していま
す。抜き取ってご利用く
ださい。

新入生のみなさんへ

　
　

黒
板
を
使
っ

て
教
室
の
前
で
担

任
の
先
生
と
ネ
イ

テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
の
A
L
T
の

先
生
と
の
「
福
笑
い
」
競
争
。2
組
に

分
か
れ
た
児
童
は
「
レ
フ
ト
、レ
フ
ト
」

な
ど
と
大
き
い
声
で
応
援
の
指
示
を

出
す
。教
室
の
後
ろ
の
書
棚
に
は
英
語

の
大
き
な
絵
本
が
何
冊
も
並
ん
で
い

る
。―
―
こ
の
よ
う
な
様
子
が
最
近
の

小
学
校
の
教
室
で
見
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
1
年
4
月
か
ら
小
学
校
で
「
外

国
語
活
動
」
の
学
習
が
始
ま
っ
た
の
で

す
▲「
外
国
語
活
動
」
の
学
習
で
は
、外

国
語
（
英
語
を
扱
う
こ
と
が
原
則
）
の

音
声
や
基
本
的
な
表
現
に
慣
れ
、外
国

語
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
や
、日
本
や

外
国
の
言
葉
や
文
化
に
つ
い
て
体
験

的
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
学
習
の

中
心
で
す
。中
学
校
英
語
教
育
の
入
門

期
の
学
習
内
容
の
前
倒
し
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▲
新
し
く
開
設

す
る
「
小
学
校
教
員
コ
ー
ス
」
は
、こ

の
「
外
国
語
活
動
」
の
学
習
指
導
の
中

心
に
な
っ
て
小
学
校
で
活
躍
で
き
る

先
生
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。授
業
を

直
接
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、A
L
T

の
先
生
と
の
連
絡
調
整
や
地
域
に
住

む
外
国
人
と
の
連
絡
な
ど
に
も
積
極

的
に
か
か
わ
れ
る
人
材
養
成
で
す
。本

学
は
国
際
化
、国
際
交
流
に
関
す
る
研

究
・
教
育
に
様
々
な
角
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
に
、小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
（
児
童
）
の
興
味
や
好
奇

心
を
「
世
界
に
広
げ
る
」
た
め
の
取
り

組
み
も
加
わ
る
の
で
す
▲
小
学
校
に

お
け
る
国
際
理
解
教
育
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。日
本
初
の
、

外
国
語
大
学
で
小
学
校
教
員
養
成
を

目
的
と
す
る
こ
の
コ
ー
ス
が
、そ
の
た

め
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

万 代 池  　　　　　　　　　　　      小寺　正一
Campus
Calendar

キャンパスカレンダー

4月 2日（火）

4月 3日（水）

4月 5日（金）

4月 7日（日）

4月28日（日）

5月25日（土）

6月 2日（日）

6月 2日（日）

6月16日（日）

6月28日（金）・29日（土）

入学式

新入生歓迎祭（学研）

春学期授業開始

新入生歓迎祭（中宮）

第1回オープンキャンパス

留学生別科修了式

第2回オープンキャンパス（中宮）

文化博覧祭（中宮）

第3回オープンキャンパス（学研）

大学院入試（6月選考）

April

May

June

英語キャリア学部教授
小学校教員コース長

　

2
0
1
2
年
度
の
大
学
院
、大
学
、短
期
大

学
部
の
学
位
記
授
与
式
が
3
月
9
日
、中
宮
キ

ャ
ン
パ
ス
の
谷
本
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
、総
勢

3
4
1
9
人
が
巣
立
っ
た
。卒
業
生
の
内
訳

は
、大
学
院
27
人
、学
部
2
5
3
8
人
（
外
国

語
学
部
英
米
語
学
科
1
4
9
7
人
、同
ス
ペ
イ

ン
語
学
科
2
6
2
人
、国
際
言
語
学
部
国
際
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
7
7
9
人
）、

短
大
部
8
5
4
人
。ま
た
新
た
に
2
人
が
博
士

号
を
取
得
し
た
。春
の
日
差
し
の
中
、あ
ち
こ

ち
で
卒
業
生
た
ち
が
記
念
写
真
を
撮
り
あ
う

な
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
終
日
華
や
い
だ
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

（
４
、５
、６
、15
面
に
関
連
記
事
）

　

授
与
式
は
、午
前
9
時
30
分
か
ら
大
学
院
、

外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
、国
際
言
語
学

部
、正
午
か
ら
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
、午

後
2
時
30
分
か
ら
短
期
大
学
部
の
順
に
実
施
。

谷
本
義
高
・
大
学
学
長
と
谷
本
榮
子
・
短
大
部

学
長
が
、大
学
院
の
修
了
生
代
表
や
学
部
、短

大
部
の
総
代
に
博
士
、修
士
、学
士
、短
期
大

学
士
の
学
位
記
を
授
与
し
、「
夢
を
あ
き
ら
め

ず
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
下
さ
い
」
と
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

各
部
の
成
績
優
秀
者
に
加
え
、ス
ペ
イ
ン
語

学
科
の
優
秀
者
に
ス
ペ
イ
ン
大
使
賞
と
メ
キ

シ
コ
大
使
賞
、国
際
言
語
学
部
の
優
秀
者
に
中

国
総
領
事
賞
、短
大
部
の
優
秀
者
に
秘
書
士
・

全
国
大
学
実
務
教
育
協
会
会
長
賞
が
贈
ら
れ

た
。ま
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
」
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
制
度
の
卒
業
生
に
も
学
位
記
が
贈
ら
れ

た
。続
い
て
今
回
で
3
回
目
と
な
る
「
ベ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
」
の
授
与
が
あ
り
、フ
ラ
ン

シ
ス
・Ｌ
・
リ
ン
ゼ
イ
Jr. 

・
英
語
キ
ャ
リ
ア
学

部
教
授
、並
松
善
秋
・
外
国
語
学
部
教
授
、戸

毛
敏
美
・
国
際
言
語
学
部
教
授
の
3
人
に
賞
状

な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
英

語
キ
ャ
リ
ア
学
部
で
英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
小

学
校
教
員
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。穂
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
は
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
に
名
称
を
変

更
し
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

小
学
校
教
員
コ
ー
ス
は
関
係
機
関
と
の
協

議
の
結
果
、設
置
す
る
学
部
学
科
を
外
国
語
学

部
英
米
語
学
科
か
ら
英
語
キ
ャ
リ
ア
学
部
英

語
キ
ャ
リ
ア
学
科
に
変
更
し
た
。卒
業
に
必
要

な
最
低
修
得
単
位
数
は
1
3
0
。卒
業
要
件
と

な
る
教
職
免
許
は
小
学
校
教
諭
1
種
免
許
状
。

英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
で
原
則
必
須
の
長
期
留

学
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　

国
際
言
語
学
部
を
全
面
改
組
し
、2
0
1
4

年
4
月
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
し
た
英
語
国
際
学

部
新
設
構
想
が
固
ま
っ
た
。今
年
4
月
中
に
も

文
部
科
学
省
に
新
設
の
届
出
を
行
う
予
定
。学

年
定
員
は
7
0
0
人
。学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

に
開
設
し
、国
際
言
語
学
部
は
14
年
度
以
降
、

募
集
を
停
止
す
る
。

　

英
語
国
際
学
部
は
、実
用
的
な
英
語
と
中
国

語
の
運
用
能
力
を
基
盤
に
、3
つ
の
国
際
力

（
異
文
化
理
解
力
、国
際
理
解
力
、グ
ロ
ー
バ

ル
・
キ
ャ
リ
ア
基
礎
力
）
を
身
に
付
け
、国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
養

成
す
る
。

　

英
語
に
加
え
て
中
国
語
を
履
修
し
、2
年
次

に
は
原
則
全
員
を
1
セ
メ
ス
タ
ー
の
英
語
圏

語
学
留
学
に
派
遣
す
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ

リ
ア
基
礎
力
は
、「
課
題
解
決
力
」「
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
」
な
ど
実
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で

き
る
就
業
力
の
養
成
を
主
眼
と
し
て
い
る
。中

で
も
、2
0
1
2
年
度
か
ら
国
際
言
語
学
部
で

始
ま
っ
た
産
学
連
携
型
の
課
題
解
決
型
授
業

（Project-Based Learning

＝PBL

）
を
一
層

充
実
さ
せ
、企
業
な
ど
で
直
ち
に
求
め
ら
れ
る

ス
キ
ル
を
磨
く
。

未来へ！3419人が巣立つ
2012年度学位記授与式

2014年4月開設へ

英
語
国
際
学
部
構
想
固
ま
る

国
際
言
語
学
部
を
全
面
改
組

誕生！
小
学
校
教
員
コ
ー
ス

学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス



PICK UP!!PICK UP!!PICK UP!!
■
丹
下
和
彦
教
授
が
サ
ト
ザ
ク
ラ
寄
贈

　

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
・
日
本
庭
園
北
側

の
「
片
鉾
の
小
径
」
に
サ
ト
ザ
ク
ラ
が

加
わ
っ
た
。外
国
語
学
部
の
丹
下
和
彦

教
授
が
寄
贈
し
、3
月
12
日
に
植
樹
し

た
＝
写
真
。苗
木
は
1
本
で
樹
齢
3
〜

4
年
。「
片
鉾
の
小
径
」
に
は

2
0
0
7
年
2
月
、本
学
が
岐
阜
県
本
巣

市
か
ら
取
り
寄
せ
た
ウ
ス
ズ
ミ
ザ
ク
ラ
3

本
を
植
樹
。サ
ト
ザ
ク
ラ
は
そ
の
間
に
植

え
ら
れ
た
。す
ぐ
そ
ば
に
は
、2
0
0
2
年

に
来
学
し
た

ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
大
統
領

が
植
樹
し
た

セ
ン
ダ
ン
の

木
も
あ
る
。

■
中
宮
で
防
災
訓
練
　
学
生
も
避
難

　

地
震
や
火
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
た
防
災
訓
練
が
3
月
14
日
、中
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。震
度
6
強
程
度
の

大
規
模
地
震
発
生
に
伴
い
、ク
ラ
ブ
館
・

体
育
館
2
階
の
ア
リ
ー
ナ
か
ら
出
火
し
た

と
の
想
定
で
、職
員
約
30
人
が
参
加
。訓
練

開
始
の
全
館
放
送
か
ら
始
ま
り
、初
期
消

火
、避
難
誘
導
な
ど
が
行
わ
れ
た
。練
習
中

の
運
動
部
員
や
部
室
に
い
た
学
生
約

1
3
0
人
が
避
難
誘
導
班
の
指
示
で
学
生

広
場
に
避
難
し
た
。

　

学
生
広
場
で
は
、消
火
器
の
操
作
訓
練

が
あ
り
、学
生
た
ち
が
粉
末
消
火
器
を
袋

の
中
に
噴
射
さ
せ
た
り
、粉
末
の
代
わ
り

に
水
を
入
れ
た
消
火
器
を
使
っ
て
火
元
と

の
距
離
感
を
確
か
め
た
り
し
た
＝
写
真
。

指
導
に
当
た
っ
た
枚
方
消
防
署
（
枚
方
・
寝

屋
川
消
防
組
合
）
予
防
課
の
3
人
か
ら
は
、

「
大
学
で
は
学
生
が
ど
こ
に
何
人
い
る
か
、

即
座
に
把
握
で
き

な
い
の
で
、教
室
な

ど
を
確
実
に
素
早

く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
必
要
。避
難

誘
導
の
際
に
は
、大

き
な
声
で
明
確
な

指
示
を
出
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
講

評
が
あ
っ
た
。

　

本
学
の
関
東
地
区
同
窓
会
が
2
月

17
日
、東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
品
川
で
開
か
れ
た
。昨
年

に
続
く
2
回
目
。同
窓
生
や
そ
の
家

族
、本
学
関
係
者
を
含
む
約
1
6
0
人

が
参
加
。会
場
は
再
会
を
喜
ぶ
声
で
あ

ふ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
同
窓
会
名
誉
会
長
の
谷

本
榮
子
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。英
語
キ

ャ
リ
ア
学
部
小
学
校
教
員
コ
ー
ス
や

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

の
新
設
な
ど
を
紹
介
し
、本
学
の
教
育

内
容
や
環
境
が
ま
す
ま
す
充
実
し
て

い
る
状
況
を
報
告
。「
さ
ら
な
る
卒
業
生
の
パ

ワ
ー
に
期
待
し
、一
層
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、山
本
甫
会
長
が
「
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
る
多
く
の
在
学
生
に
私
た
ち
の
様
々
な

経
験
を
伝
え
る
こ
と
で
、彼
ら
の
人
生
の
指

針
と
な
る
よ
う
な
活
力
あ
る
集
ま
り
に
し
た

い
」
と
述
べ
、小
野
研
一
副
会
長
の
発
声
で
全

員
が
乾
杯
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、20
か
ら
2
等
の
当
選
者
が

次
々
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、一
言
ス
ピ
ー

チ
し
て
賞
品
を
受
け
取
っ
た
。1
等
の
「
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、

谷
本
理
事
長
と
参
加
者
全
員
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
で
勝
ち
残
っ
た
山
脇
祐
二
さ
ん

（
外
国
語
学
部
1
9
8
6
年
卒
）
に
贈

ら
れ
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
談
笑
の
輪
が

次
々
に
広
が
っ
た
＝
写
真
。同
窓
会
に

初
め
て
参
加
し
た
山
崎
耕
平
さ
ん（
同

2
0
0
5
年
卒
）
は
「
経
済
の
中
心
・

東
京
で
頑
張
ろ
う
と
2
年
前
か
ら
働

い
て
い
ま
す
。先
輩
方
の
話
を
う
か
が

え
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

中
締
め
で
は
安
岡
重
人
副
会
長
が

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

も
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

始
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。ま

す
ま
す
繋
が
り
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
締
め

く
く
っ
た
。同
窓
会
終
了
後
も
二
次
会
が
催
さ

れ
る
な
ど
、思
い
出
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。

　

外
国
語
学
部
教
授
と
学
校
法
人
関
西
外
国

語
大
学
理
事
を
長
く
務
め
、京
こ
と
ば
、御
所

こ
と
ば
の
研
究
で
多
く
の
業
績
を
残
し
た
堀

井
令
以
知
（
ほ
り
い
・
れ
い
い
ち
）
名
誉
教
授

が
3
月
10
日
、肺
炎
の
た
め
大
阪
府
枚
方
市
内

の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。87
歳
だ
っ
た
。葬
儀
・

告
別
式
は
近
親
者
の
み
で
営
ま
れ
た
。喪
主
は

長
男
の
堀
井
知
彦
（
ほ
り
い
・
は
る
ひ
こ
）
氏
。

　

堀
井
名
誉
教
授
は
1
9
7
8
〜
2
0
0
9

年
外
国
語
学
部
教
授
、1
9
8
8
〜

2
0
0
8
年
理

事
を
務
め
た
。こ

の
間
、82
〜
88
年

大
学
院
研
究
科

長
な
ど
を
歴
任
。

日
本
語
学
、言
語

学
の
分
野
で
活
躍
し
、京
こ
と
ば
、御
所
こ
と

ば
の
研
究
者
と
し
て
も
有
名
で
、「
一
般
言
語

学
と
日
本
言
語
学
」「
こ
と
ば
の
由
来
」「
折
々

の
京
こ
と
ば
」
な
ど
多
数
の
著
書
を
残
し
た
。

ま
た
、N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」「
風

林
火
山
」
な
ど
で
こ
と
ば
の
指
導
に
あ
た
っ

た
。新
村
出
記
念
財
団
理
事
長
だ
っ
た

2
0
0
7
年
に
は
、広
辞
苑
第
六
版
（
岩
波
書

店
）
刊
行
に
あ
た
っ
て
巻
頭
に
序
文
を
寄
せ

て
い
る
。

　

も
と
も
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
学
の
研
究
に
打

ち
込
み
、1
9
7
6
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
文
化

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、国
家
功
労
勲

章
を
受
章
し
た
。2
0
0
9
年
秋
に
は
こ
う

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、瑞
宝
中
綬
章
を
受

け
て
い
る
。

第2回関東同窓会
東京で開催  160人が参加

堀
井
令
以
知
名
誉
教
授
が
死
去

京
こ
と
ば
、御
所
こ
と
ば
の
研
究
で
業
績

　

株
式
会
社
関
西
外
大
I
C
C
が
4
月
か
ら
、

短
期
大
学
部
の
前
年
度
卒
業
生
で
進
路
が
確

定
し
な
か
っ
た
9
人
を
雇
用
し
、1
年
後
の

就
職
、進
学
に
向
け
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

事
業
を
始
め
た
。昨
年
8
月
設
立
の
関
西
外

大
I
C
C
と
し
て
は
今
回
が
初
の
業
務
と
な

り
、「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
員
」
と
名
付
け
ら
れ

た
9
人
の
入
社
式（
1
日
）が
初
の
イ
ベ
ン
ト
。

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
員
は
最
長
3
年
間
勤
務
で

き
る
が
、可
能
な
限
り
1
年
後
に
、自
分
の
希

望
す
る
就
職
先
、4
年
制
大
学
へ
の
編
入
学

な
ど
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
に
進
む
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

関
西
外
大
I
C
C
に
よ
る
今
回
の
事
業
は
、

大
学
本
体
で
は
直
接
手
が
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
卒
業
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
一
環
。

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
員
の
勤
務
時
間
は
午
前
9

時
半
〜
午
後
4
時
半
の
実
働
6
時
間
だ
が
、

繁
忙
期
を
除
け
ば
、就
職
活
動
や
自
己
研
修

な
ど
に
充
て
る
時
間
を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、実
社
会
で
役
立
つ
内
容
の
集
合
研
修

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
員
は
、関
西
外
大

I
C
C
が
本
学
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
務
を
担

当
す
る
。具
体
的
に
は
、日
常
的
な
授
業
や
事

務
に
伴
っ
て
発
生
す
る
軽
作
業
、補
助
的
業

務
、資
料
作
成
の
補
完
な
ど
に
な
り
そ
う
だ
。

　

短
大
部
で
は
本
学
を
含
む
4
年
制
大
学
へ

の
3
年
次
編
入
や
就
職
に
失
敗
し
、そ
の
希

望
を
か
な
え
る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
就
職
活
動
や
勉
強
を
続
け
る
卒
業
生
も

い
る
。そ
う
し
た
環
境
に
比
べ
る
と
、関
西
外

大
I
C
C
で
の
勤
務
は
恵
ま
れ
て
お
り
、来

年
度
以
降
は
採
用
数
の
増
加
も
検
討
す
る
と

い
う
。

　

受
賞
者
と
受
賞
理
由
は
次
の
通
り
（
学
年

は
2
0
1
3
年
度
の
新
学
年
）。

　

▽
平
山
幸
乃
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後

期
1
年
）　

大
阪
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
姉
妹
都
市
協

会
主
催
の
第
3
回
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
特
別
賞
。

　

▽
北
浦
春
香
さ
ん
（
外
国
語
学
部
英
米
語

学
科
4
年
）　

国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

主
催
の
ロ
ン
ド
ン
･
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い

す
陸
上
競
技
に
出
場
。

　

▽
金
山
礼
奈
さ
ん
（
同
学
部
ス
ペ
イ
ン
語

学
科
3
年
）　

日
本
ス
ペ
イ
ン
協
会
主
催
の
高

円
宮
杯
第
47
回
全
日
本
ス
ペ
イ
ン
語
コ
ン
ク

ー
ル
で
朝
日
新
聞
社
賞
。

　

▽
横
澤
加
純
さ
ん
（
同
学
科
2
0
1
3
年

3
月
卒
）　

京
都
外
国
語
大
学
ス
ペ
イ
ン
語
学

科
主
催
の
第
48
回
全
国
学
生
ス
ペ
イ
ン
語
弁

論
大
会
で
2
位
。

　

▽
清
田
早
智
さ
ん
（
国
際
言
語
学
部
国
際

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
3
年
）　

立

命
館
孔
子
学
院
主
催
の
第
7
回
中
国
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
。

◇

　

授
与
式
に
は
、中
国
留
学
の
た
め
欠
席
し

た
清
田
さ
ん
を
除
く
受
賞
者
４
人
と
、丹
下

和
彦
教
授
（
中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
部
長
）、

松
村
國
隆
教
授
（
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
学

生
部
長
）、廣
本
和
司
教
授
（
短
大
部
学
生
部

長
）
ら
が
出
席
。丹
下
部
長
が
「
み
な
さ
ん
は

栄
え
あ
る
第
1
回
目
の
受
賞
者
で
す
。こ
れ

を
機
に
ま
す
ま
す
そ
の
道
で
能
力
を
発
揮
し
、

本
学
の
名
を
高
め
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
後
、ひ
と
り
ず
つ
業
績
を

紹
介
し
、表
彰
状
と
副
賞
を
手
渡
し
た
。

　

学
長
賞
は
様
々
な
分
野
に
お
け
る
学
生
の

活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
が
目
的
で
、他
の
学

生
の
模
範
と
な
り
、大
学
に
と
っ
て
も
栄
誉

と
な
る
実
績
を
残
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
が

対
象
。教
職
員
ま
た
は
学
友
会
か
ら
推
薦
を

受
け
て
学
生
部
委
員
会
で
審
議
し
、候
補
者
・

団
体
を
学
長
に
推
薦
。学
長
が
受
賞
者
を
決

定
し
、年
度
ご
と
に
表
彰
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
･
学

術
・
社
会
貢
献
な
ど
の
分

野
で
活
躍
し
た
学
生
を
表

彰
す
る
「
学
長
賞
」
が
創
設

さ
れ
た
。第
1
回
の
受
賞
者

に
は
ロ
ン
ド
ン
･
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
北

浦
春
香
さ
ん
ら
5
人
が
決

ま
り
、3
月
5
日
に
中
宮
キ

ャ
ン
パ
ス
の
理
事
長
室
で

行
わ
れ
た
授
与
式
で
表
彰

状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

「学長賞」を新設

輝
き
放
つ
学
生
を
顕
彰

第
1
回 

北
浦
春
香
さ
ん
ら
5
人

前
列
は
北
浦
さ
ん
、後
列
は
左
か
ら
平
山
さ
ん
、

金
山
さ
ん
、横
澤
さ
ん
、円
内
は
清
田
さ
ん
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（
株
）I
C
C
が
短
大
部
卒
業
生
支
援

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
員
と
し
て
9
人
採
用



■
留
学
生
８
人
が
書
の
国
際
交
流
に
参
加

　

第
28
回
毎
日
現
代
書
関
西
代
表
作
家
展

（
毎
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
国
際
交
流
デ

ー
（
1
月
19
日
）
に
本
学
で
学
ぶ
留
学
生

8
人
が
参
加
し
、書
を
通
じ
た
国
際
交
流

を
楽
し
ん
だ
。こ
の
日
会
場
の
近
鉄
百
貨

店
阿
倍
野
店
に
集
ま
っ
た
の
は
、関
西
在

住
の
外
国
人
25
人
。同
展
に
参
加
し
て
い

る
海
外
の
書
家
に
よ

る
揮
毫
な
ど
を
見
学

し
た
あ
と
、大
き
な

紙
に
寄
せ
書
き
。思

い
思
い
の
漢
字
な
ど

を
書
い
た
作
品
を
広

げ
、み
ん
な
で
記
念

撮
影
し
た
＝
写
真
。

2014年度
入試日程決まる

4月28日（日）

7月27日（土）

7月28日（日）

9月15日（日）＝公募制推薦入試直前対策講座開催

中宮・学研都市  両キャンパス同時開催日
（集合場所：中宮キャンパス）

　2013年度オープンキャンパスの日程が決まった。
合計9回開催で全て11時開始。例年同様、学研都市
キャンパス単独開催は申し込みが必要。

2013年度オープンキャンパス日程

6月16日（日）

8月24日（土）

11月2日（土）＝大学祭同時開催

学研都市キャンパス単独開催日
（集合場所：学研都市キャンパス）

6月2日（日）＝文化博覧祭同時開催

12月21日（土）＝一般入試直前対策講座開催

中宮キャンパス単独開催日
（集合場所：中宮キャンパス）

　

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
に
4
月
1
日
、新
閲
覧
室
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。3
階
北
側
に
入
居
し
て
い
た
国
際
文

化
研
究
所
な
ど
3
研
究
所
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
移
転

し
た
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
利
用
し
、第
4

閲
覧
室
と
す

る
。「
関
西
外

大
ル
ネ
サ
ン

ス
2
0
0
9
」

の
第
6
期
事

業
に
あ
た
る
。

　

新
閲
覧
室

は
広
さ
約

7
5
0
平
方
㍍
。日
本
、英
米
、ス
ペ
イ
ン
な

ど
の
「
文
学
」
分
野
専
用
と
し
、約
2
万
3
千

冊
を
開
架
書
架
に
並
べ
る
。書
架
は
北
西
の

一
画
に
ま
と
め
、閲
覧
席
（
計
1
5
6
席
）
を

配
す
る
。

2014年度入試日程

※１：エントリー受付　9月2日（月）～6日（金）　※２：東京、金沢、名古屋、広島、福岡　※３：試験日自由選択    
※４：7日＝短期大学部、8日＝外国語学部スペイン語学科・英語国際学部（※）、9日＝英語キャリア学部・外国語学部英米語学科　※５：大学入試センター試験実施日    
（※）2014年4月開設（構想中）　ただし、文部科学省における審査の結果、変更となる可能性があります。    

入試の種類 出願期間 試験日 合格発表

指定校(専願） 

特技【S方式】【A方式】【B方式】【C方式】（専願） 

公募制推薦入試  地方入試あり※2

一般入試  大学前期のみ地方入試あり※2

センター試験利用入試

2カ年留学チャレンジ、社会人、帰国生徒

2013年10月26日（土）

2013年10月26日（土）

2013年10月26日（土）

2014年3月6日（木）

2013年11月25日（月）

2014年2月15日（土）

2014年3月6日（木）

2014年2月15日（土）

2014年3月6日（木）

2013年10月20日（日）

2013年10月20日（日）

2013年10月20日（日）

2014年3月2日（日）

2013年11月16日（土）、17日（日）※3

2014年2月7日（金）～ 9日（日）※4

2014年3月2日（日）

2014年1月18日（土）、19日（日）※5

2014年1月18日（土）、19日（日）※5

2013年9月27日（金）～ 10月4日（金）

2013年9月27日（金）～ 10月4日（金）

2013年9月27日（金）～ 10月4日（金）

2014年2月14日（金）～ 2月20日（木）

2013年10月25日（金）～ 11月5日（火）

2014年1月6日（月）～ 1月24日（金）

2014年2月14日（金）～ 2月20日（木）

2014年1月6日（月）～ 1月24日（金）

2014年2月14日（金）～ 2月20日（木）

前期

後期

前期

後期

前期

後期

特
別
入
試

　

第
4
閲
覧
室
の
新
設
に
合
わ
せ
て
、グ
ル

ー
プ
学
習
室
を
2
室
増
や
し
て
15
室
に
す
る
。

教
員
閲
覧
室
は
４
室
（
従
来
10
室
）
と
す
る
。

入
退
室
は
一
本
化
す
る
た
め
、3
階
南
側
の

第
3
閲
覧
室
か
ら
に
限
り
、北
側
3
階
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
階
段
は

使
用
し
な
い
。

　

新
閲
覧
室

の
開
設
に
合

わ
せ
て
第
３

閲
覧
室
も
さ

ら
に
約
6
千

冊
分
の
書
架
を
増
や
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
開

架
冊
数
は
計
20
万
冊
と
な
り
、約
3
万
冊
増

加
す
る
。

中
宮
図
書
館
3
階
に

新
閲
覧
室
完
成

―
―
外
大
ル
ネ
サ
ン
ス
第
6
期
事
業

　2014 年度の入試日程が、別表の通り決まっ
た。特別入試の英語特技は名称を変更して 2
カ年留学チャレンジとなった。また、同じく
特別入試の特技入試は対象クラブの見直し
により、Ｓ方式、Ａ方式、Ｂ方式、Ｃ方式の 4
つの選抜方法を設けた。

　

一
般
入
試
と
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
、

特
別
入
試
（
英
語
特
技
、帰
国
生
徒
、社
会
人
）

の
後
期
日
程
が
3
月
2
日
に
行
わ
れ
、6
日

に
合
格
発
表
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
よ
り

2
0
1
3
年
度
入
試
は
す
べ
て
終
了
、合
格

者
総
数
は
6
3
4
8
人
と
な
っ
た
。

　

13
年
度
入
試
の
志
願
者
総
数
は

1
6
3
0
1
人（
前
年
度
1
3
4
3
4
人
）で
、

大
学
は
1
4
7
7
4
人（
同
1
2
0
9
6
人
）。

内
訳
は
、▽
英
語
キ
ャ
リ
ア
学
部
英
語
キ
ャ
リ

ア
学
科
2
0
3
9
人
（
同
1
6
8
3
人
）▽
英

語
キ
ャ
リ
ア
学
科
小
学
校
教
員
コ
ー
ス

3
5
7
人
（
今
入
試
で
は
外
国
語
学
部
で
募

集
）▽
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
7
3
0
8
人

（
同
6
0
8
0
人
）▽
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン

語
学
科
1
8
8
0
人
（
同
1
3
4
3
人
）▽
国

際
言
語
学
部
3
1
9
0
人（
同
2
9
9
0
人
）。

短
期
大
学
部
は
1
5
2
7
人
（
同
1
3
3
8

人
）
だ
っ
た
。

　

合
格
者
総
数
は
6
3
4
8
人
（
前
年
度

6
0
4
8
人
）
で
、大
学
は
5
0
7
9
人
（
同

4
8
2
8
人
）。内
訳
は
、▽
英
語
キ
ャ
リ
ア

学
部
英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
2
5
5
人
（
同

2
5
9
人
）▽
英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
小
学
校
教

員
コ
ー
ス
73
人
（
今
入
試
で
は
外
国
語
学
部

で
募
集
）▽
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科

2
4
3
6
人
（
同
2
3
9
2
人
）▽
外
国
語
学

部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
6
7
7
人
（
同
6
0
9

人
）▽
国
際
言
語
学
部
1
6
3
8
人
（
同

1
5
6
8
人
）。短
期
大
学
部
は
1
2
6
9
人

（
同
1
2
2
0
人
）
だ
っ
た
。外
国
語
学
部
英

米
語
学
科
と
短
期
大
学
部
に
つ
い
て
は
別
途
、

第
2
志
望
合
格
者
を
発
表
し
て
い
る
。

　

３
年
次
編
入
学
と
大
学
院
入
試
も
す
べ
て

終
了
し
た
。

　

編
入
学
試
験
の
志
願
者
数
は
7
2
5
人
、

合
格
者
は
4
2
8
人
（
う
ち
本
学
短
大
部
出

身
者
は
3
5
4
人
）。合
格
者
の
内
訳
は
、外

国
語
学
部
英
米
語
学
科
3
5
5
人
、ス
ペ
イ

ン
語
学
科
14
人
、国
際
言
語
学
部
59
人
だ
っ

た
。国
際
言
語
学
部
に
つ
い
て
は
別
途
、第
２

志
望
合
格
者
を
発
表
し
て
い
る
。

　

大
学
院
は
博
士
課
程
前
期
に
17
人
（
う
ち

本
学
出
身
者
は
8
人
）、後
期
に
1
人
が
合
格

し
た
。内
訳
は
英
語
学
専
攻
8
人
、言
語
文
化

専
攻
10
人
。３
年
次
編
入
学
と
大
学
院
に
つ

い
て
は
別
途
、海
外
提
携
大
学
か
ら
の
合
格

者
を
発
表
し
て
い
る
。

2013年度
入試

合
格
者
総
数
6
3
4
8
人

志
願
者
は
20
%
増（
前
年
度
比
）

編
入
学・大
学
院
も

オ
ー
プ
ン
に
備
え
、
最
後
の
図
書
の
点
検
を
す
る

図
書
館
員

　

関
西
外
国
語
大
学
孔
子
学
院
の
第
4
回
理

事
会
が
3
月
19
日
、北
京
語
言
大
学
（
北
京

市
）
で
開
か
れ
た
＝
写
真
㊤
。谷
本
榮
子
理
事

長
と
崔
希
亮
・
同
大
学
学
長
と
の
懇
談
の
後
、

李
宇
明
・
北
京
語
言
大
学
理
事
長
（
本
学
孔
子

学
院
中
国
側

理
事
長
）
の

司
会
で
理
事

会
の
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

　

本
学
か
ら

は
谷
本
理
事

長
（
本
学
孔

子
学
院
日
本

側
理
事
長
）

の
ほ
か
、靳
衛

衛
教
授
（
同

理
事
・
日
本

側
院
長
）、別
紅
櫻
講
師
ら
が
出
席
。2
0
1
2

年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
と
、4
年
目
を
迎
え

る
13
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
。ま
た
、李
、谷
本
両
理
事
長
の
間
で
、今
後

の
事
業
を
躍
動
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
確
認

し
合
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
18
日
、谷
本
理
事
長
ら

一
行
は
2
0
0
7
年
か
ら
学
生
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
る
北
方
工
業
大
学
（
北
京
市
）
を

訪
問
。会
談
し
た
同
大
学
の
吴
晩
雲
・
理
事

長
、郭
涛
・
文
法
学
院
院
長
（
国
際
交
流
部
長
）

ら
か
ら
、▽
同
大
学
大
学
院
生
（
修
士
課
程
）

を
本
学
に
1
年
間
派
遣
▽
修
士
課
程
修
了
者

の
本
学
大
学

院
博
士
課
程

（
後
期
）
へ
の

進
学
―
―
と

い
う
提
携
協

定
の
打
診
が

あ
っ
た
。い
ず

れ
も
今
後
、両

大
学
で
具
体

的
な
協
議
を

進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

会
談
の
後
、

交
換
留
学
、春
学
期
語
学
留
学
な
ど
で
本
学

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
学
生
17
人
と
懇
談
＝

写
真
㊦
。谷
本
理
事
長
が
励
ま
し
の
言
葉
を

贈
っ
た
。ま
た
、同
大
学
文
法
学
院
日
本
語

学
科
で
日
本
語
教
員
（
講
師
）
を
務
め
て
い

る
出
口
奈
弥
さ
ん
（
本
学
2
0
0
8
年
度
卒

業
・
清
華
大
学
大
学
院
修
士
課
程
在
籍
）
と

亀
本
暁
矢
さ
ん
（
同
11
年
度
卒
業
）
の
2
人

と
懇
談
し
た
。

さ
い
き
り
ょ
う

り

う
め
い

ご

か
く
と
う

ば
ん
う
ん
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北
方
工
業
大
学
で

留
学
生
ら
を
激
励

第
4
回
孔
子
学
院
理
事
会
開
く

谷
本
理
事
長
ら
北
京
語
言
大
学
訪
問



谷
本
理
事
長
に
花
束
を
贈
る

中
宮
学
生
会
代
表
の
田
中
千
尋
さ
ん

成
績
優
秀
賞
を
受
け
、

笑
顔
で
恩
師
に
報
告

す
る
卒
業
生

大
学
院
・
大
学

谷
本
　
義
高
学
長

2 0 1 2 年度
学位記授与式 学長式辞

　

卒
業
お
め
で
と
う
。東
日
本
大
震
災
で

は
、地
震
と
津
波
に
よ
り
多
く
の
命
が
奪

わ
れ
、深
刻
な
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し

て
、日
本
の
国
土
と
社
会
は
打
ち
の
め
さ

れ
ま
し
た
。未
曾
有
の
大
惨
事
に
立
ち
向

か
い
、復
興
に
向
け
た
努
力
が
今
も
続
い

て
い
ま
す
。復
興
を
成
し
遂
げ
る
道
の
り

に
は
、至
る
所
に
大
き
な
壁
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、卒
業
の
日
を
迎
え
、

社
会
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
す
み
な

さ
ん
の
立
場
に
似
て
い
ま
す
。み
な

さ
ん
の
前
に
は
必
ず
壁
が
立
ち
ふ

さ
が
り
ま
す
。ひ
る
ま
ず
に
壁
を
乗

り
越
え
て
い
く
一
人
ひ
と
り
の
力

を
合
わ
せ
れ
ば
、社
会
全
体
が
必
ず
前
へ

前
へ
と
歩
み
を
続
け
る
の
で
す
。

　

自
立
し
て
学
ぶ
力
を
確
実
に
身
に
付

け
ま
し
た
か
。生
涯
を
通
じ
て
実
践
す
れ

ば
、常
に
前
進
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。社
会
に
出
た
ら
、自
ら
仕
事
を
こ
な

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。与
え

ら
れ
た
持
ち
分
を
処
理
す
る
だ
け
で
な

く
、自
ら
学
ぶ
力
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、仕
事
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
し
て
、60
歳
、70
歳
に
な
っ
て
学

び
続
け
て
い
れ
ば
、人
生
の
質
を
大
い
に

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、人
生
を
通
じ
て
目
標

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
す
。学
生
生
活
で

も
、海
外
留
学
、就
職
活
動
、卒
業
と
い
う

風
に
、折
々
の
目
標
が
あ
っ
た
は
ず
で

す
。み
な
さ
ん
は
努
力
を
重
ね
て
、ひ
と

つ
ひ
と
つ
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。問
題

は
、一
つ
達
成
し
た
ら
、今
度
は
も
っ
と

レ
ベ
ル
が
上
の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み

を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
繰

り
返
し
に
よ
っ
て
、人
間
力
が
磨
か
れ
、

人
生
が
豊
か
に
な
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
申
し
上
げ
た
い
の
は
、「
大

学
ブ
ラ
ン
ド
説
」
の
打
破
で
す
。職
場
で
、

出
身
大
学
の
名
前
は
何
の
役
に
も
立
ち

ま
せ
ん
。日
々
こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
積
み

重
ね
て
壁
を
乗
り
越
え
て
、人
間
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
身
に
付
け
、周
囲
に
信

頼
さ
れ
る
人
材
に
成
長
す
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
言
葉
を
孔
子
が
残
し
て
い
ま
す
。

「
過
ち
て
改
め
ざ
る
。是
を
過
ち
と
謂
う
」

　

間
違
い
や
失
敗
は
誰
に
で
も
あ
る
。こ

れ
を
改
め
な
い
の
が
本
当
の
過
ち
な
の

だ
、と
い
う
意
味
で
す
。失
敗
の
原

因
を
考
え
て
み
る
と
、い
ろ
ん
な
事

実
が
見
え
て
き
ま
す
。そ
れ
が
わ
か

れ
ば
、次
は
成
功
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。過

ち
を
改
め
ず
、失
敗
の
原
因
を
振
り
返
り

も
し
な
い
。こ
れ
が
本
当
の
過
ち
で
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
、人
生
を
突
き
進
ん
で

く
だ
さ
い
。そ
の
過
程
で
、失
敗
も
あ
る

で
し
ょ
う
。そ
こ
か
ら
学
ん
で
成
功
へ
と

導
く
。そ
れ
が
成
長
と
い
う
も
の
で
す
。

　

最
後
に
も
う
一
度
、繰
り
返
し
ま
す
。

自
立
し
て
学
び
続
け
、人
間
力
を
磨
き
続

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
。み
な
さ
ん
が
入

学
さ
れ
た
年
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、

丸
2
年
に
な
り
ま
す
。い
ま
だ
被
災
地
の

復
興
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状
況
に

は
心
痛
む
思
い
で
す
。

　

こ
の
2
年
間
、み
な
さ
ん
は
こ
こ
、関

西
外
大
で
勉
学
に
励
み
、海
外
へ
出
掛

け
、ク
ラ
ブ
活
動
に
打
ち
込
む
な
ど
、思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
、す
て
き
な
青
春
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。な
か
で
も
、昨

年
は
日
本
が
大
い
に
輝
い
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。ひ
と
つ
は
ロ
ン
ド

ン
五
輪
で
の
日
本
勢
の
活
躍
で
あ

り
、も
う
ひ
と
つ
は
再
生
医
療
や
難

病
治
療
の
切
り
札
で
あ
る
i
P
S
細
胞

の
作
成
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
山

中
伸
弥
・
京
都
大
学
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
で
す
。大
震
災
の
被
災
地
に
と
り
ま

し
て
も
、あ
す
へ
の
元
気
と
勇
気
、夢
と

希
望
を
届
け
て
く
れ
る
ビ
ッ
グ
な
出
来

事
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

山
中
教
授
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
記
念

講
演
で
、「
私
に
は
二
通
り
の
偉
大
な
指

導
教
官
が
い
た
。ひ
と
つ
は
本
当
の
恩
師

で
あ
り
、も
う
一
つ
は
予
想
も
し
な
い
結

果
を
突
き
つ
け
て
く
れ
た
自
然
だ
」
と
語

ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、大
学
院
時
代
の

指
導
教
官
や
、留
学
先
の
教
官
ら
の
名
前

を
挙
げ
、素
晴
ら
し
い
師
と
出
会
っ
た
幸

運
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、「
帰
国
後
の

研
究
室
で
も
、才
能
あ
る
若
い
仲
間
と
巡

り
会
え
た
。彼
ら
の
献
身
的
な
働
き
な
し

に
は
i
P
S
細
胞
は
作
り
得
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。世
界
を
驚
か
せ

た
i
P
S
細
胞
の
開
発
は
、こ
う
し
た
か

け
が
い
の
な
い
人
と
人
と
の
出
会
い
、不

思
議
な
偶
然
、巡
り
合
い
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
の
2
年
間
、本
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
や
留
学
先
で
、先
生
方
を
は
じ

め
、多
く
の
人
た
ち
と
出
会
い
、教
え
ら

れ
、刺
激
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
は
ず
で

す
。就
職
し
て
実
社
会
へ
出
る
、あ
る
い

は
大
学
学
部
へ
進
学
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
歩
む
道
は
異
な
り
ま
す
が
、明
日
か
ら

も
、た
く
さ
ん
の
新
し
い
出
会
い
が
待
っ

て
い
ま
す
。

　

山
中
教
授
の
お
話
で
、も
う
ひ
と
つ
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
失
敗
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
幸
運
は
来
る
。若
い
間
に
い
っ
ぱ

い
失
敗
し
て
、挫
折
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。教
授
の
失

敗
の
勧
め
は
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

「
失
敗
し
た
こ
と
の
な
い
成
功
者
は

い
な
い
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
本
学
で
の
授
業
や
K. 

G.

 

C.
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
、さ
ら
に
は
長
・
短
期

の
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
来
ら
れ

ま
し
た
。語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
は
も
ち
ろ
ん
、人
間
的
な
厚
み
も
ぐ

ん
と
増
し
た
は
ず
で
す
。こ
れ
ら
を
糧

に
、リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
、新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

色とりどりの晴れ着が目立った学位記授与式

お祝いを述べる竹内脩・枚方市長 短
期
大
学
部

谷
本
　
榮
子
学
長
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あ
や
ま

こ
れ

い

あ
や
ま

お世話になりました

枚
方
は
第
二
の
ふ
る
さ
と



先
輩
を
胴
上
げ
し
て
祝
福
す
る

体
育
会
の
部
員
た
ち

友人たちとの別れを惜しむ卒業生で
混雑する講堂前

円形ステージの客席で卒業生を
ハイタッチで祝福するサークルの後輩たち

大学院博士課程前期
赤嶺奈津子さん

外国語学部英米語学科
笠井美歩里さん

外国語学部スペイン語学科
横澤加純さん

国際言語学部
坂上統士くん

短期大学部
川瀬智子さん

式が終わった後のパーティでは思い出話が尽きなかった

あ
ち
こ
ち
で
こ
ん
な
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
た

和服姿の先生と一緒にポーズを決めて
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卒業式

笑顔晴れやか　代表・総代のみなさん

学
び
舎
に
思
い
出
あ
ふ
れ



◇
博
士
学
位
記
授
与

【
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
】

博
士
課
程
後
期
修
了
生

　

砂
原　

由
美
、趙　

嵐

◇
修
士
学
位
記
授
与

【
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
】

博
士
課
程
前
期
修
了
生

　

代
表
・
赤
嶺　

奈
津
子

◇
学
士
学
位
記
授
与

【
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
】

　

卒
業
生
総
代
・
笠
井　

美
歩
里

【
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
】

　

卒
業
生
総
代
・
横
澤　

加
純

【
国
際
言
語
学
部

  

国
際
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
】

　

卒
業
生
総
代
・
坂
上　

統
士

◇
短
期
大
学
士
学
位
記
授
与

【
短
期
大
学
部
英
米
語
学
科
】

　

卒
業
生
総
代
・
川
瀬　

智
子

◇
成
績
優
秀
賞
授
与

【
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
】

　

代
表
・
木
下　

陽
介

　
　
　
　

笠
井
美
歩
里
、秋
山　

恵
理

　
　
　
　

粟
田
み
づ
き
、瀬
戸　

義
隆

　
　
　
　

坪
倉　
　

彩
、冨
田
美
由
希

　
　
　
　

長
川　

真
知
、バ
ニ
ヤ
ン 

マ
リ
エ

　
　
　
　

松
下　

美
里
、森
井
あ
す
か

　
　
　
　

安
田　

広
美
、山
炭　

美
香

【
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
】

　

代
表
・
佐
伯　

里
志

　
　
　
　

横
澤　

加
純
、永
田　

健
二

　
　
　
　

吉
野　

風
人

●
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使
賞
授
与

　

代
表
・
永
田　

健
二

　
　
　
　

横
澤　

加
純

●
駐
日
メ
キ
シ
コ
大
使
賞
授
与

　

代
表
・
吉
野　

風
人

　
　
　
　

佐
伯　

里
志

【
国
際
言
語
学
部

国
際
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
】

　

代
表
・
村
田　
　

亮

　
　
　
　

坂
上　

統
士
、上
田　

奈
実

　
　
　
　

北
山　

晶
規
、田
邊
亜
優
美

　
　
　
　

寺
園　

夏
美
、三
宅　
　

要

　
　
　
　

八
木　

梨
奈

●
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
賞
授
与

　
　
　
　

岩
元　

美
枝

【
短
期
大
学
部
英
米
語
学
科
】

　

代
表
・
河
瀬　

夏
美

　
　
　
　

川
瀬　

智
子
、杉
野　

千
鶴

　
　
　
　

滝
川　

晃
子
、辻　
　

彩
香

　
　
　
　

福
島
あ
か
ね
、古
家　

瑠
海

　
　
　
　

藪
内　

美
里
、湯
川　

真
唯

●
秘
書
士
・
全
国
大
学

　
　
　

実
務
教
育
協
会
長
賞
授
与

　
　
　
　

岡
田　

美
紅

博
士
・
卒
業
生
代
表

成
績
優
秀
者
一
覧

2
0
1
2
年
度
学
位
記
授
与
式

　

本
学
孔
子
学
院
主
催
の
春
節
交
歓
会
「
一

起
过
大
年
（
共
に
旧
正
月
を
祝
お
う
）」
が
2

月
9
日
、学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、

本
学
学
生
や
中
国
か
ら
の
留
学
生
、教
職
員

ら
計
約
50
人
が
参
加
し
た
。学
生
ら
は
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
、イ
ベ
ン
ト
や
中
国
の

食
を
楽
し
み
な
が
ら
、新
し
い
年
の
始
ま
り

を
共
に
祝
っ
た
＝
写
真
。

　

日
本
人
学
生
11
人
が
交
歓
会
を
企
画
・
運

営
。チ
ー
ム
対
抗
ク
イ
ズ
大
会
や
、「
福
」
や

「
春
」
と
い
っ
た
文
字
を
一
人
一
画
ず
つ
リ
レ

ー
形
式
で
書
き
加
え
る
中
国
式
の
書
初
め
体

験
を
行
っ
た
。年
越
し
料
理
に
は
、中
国
北
方

で
一
般
的
な
火
鍋
と
水
餃
子
が
参
加
者
に
振

る
舞
わ
れ
た
。

　

午
前
0
時
に
な
る
と
「
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
」「
新
年
好
」
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
。

中
国
か
ら
の
留
学
生
ら
は
「
故
郷
が
恋
し
い

気
持
ち
は
あ
る
が
、多
く
の
人
達
と
新
年
を

迎
え
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
海
外
で
初

め
て
迎
え
る
年
越
し
を
喜
ん
だ
。

　

交
歓
会
を
企
画
し
た
国
際
言
語
学
部
2
年

の
山
下
誠
太
君
は
「
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
て
良
か
っ
た
。来
年
は
さ
ら
に
盛
り
上

げ
た
い
」
と
話
し
た
。2
0
1
4
年
の
春
節
交

歓
会
は
、1
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
行

う
予
定
。

留
学
生
ら
旧
正
月
祝
う
孔
子
学
院
が

春
節
交
歓
会
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中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
少
林
寺
拳
法
部
が
発

足
か
ら
40
年
を
迎
え
、少
林
寺
拳
法
連
盟
か

ら
「
継
続
表
彰
」
を
受
け
た
。

　

表
彰
式
は
1
月
13
日
に
香
川
県
多
度
津
町

の
連
盟
本
部
で
行
わ
れ
、昨
年
秋
に
第
40
代

主
将
に
就
任
し
た
船
戸
弘
哉
君
（
外
国
語
学

部
英
米
語
学
科
4
年
）
と
副
将
の
平
田
昂
大

　

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
･
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
･
セ
ン
タ
ー（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）
で
、2
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
第
31
回

枚
方
市
内
公
立
中
学
校
生
徒
美
術
展
が
開
か

れ
、多
く
の
市
民
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
た
。

　

例
年
、京
阪
枚
方
市
駅
前
で
開
か
れ
て
い

た
が
、今
年
は
会
場
が
確
保
で
き
ず
、本
学
が

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
。Ｉ
Ｃ
Ｃ
１
階
の
9
室
に
、

市
内
19
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
今
年
度
の
美

術
の
授
業
で
作
り
上
げ
た
絵
画
や
寄
木
細
工
、

革
工
芸
、木
彫
、粘
土
で
作
っ
た
お
面
な
ど
、

多
彩
な
作
品
が
並
ん
だ
。

　

東
香
里
中
の
生
徒
が
作
っ
た
「
サ
イ
ン
ボ

ー
ド
」
は
、自
分
の
部
屋
の
「
表
札
」
と
し
て

使
う
も
の
で
、粘
土
で
作
ら
れ
た
動
植
物
の

浮
き
彫
り
は
、彩
色
や
質
感
を
工
夫
し
て
リ

ア
ル
な
仕
上
が
り
。美
術
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
表
紙
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、家
族
連
れ

が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

杉
中
3
年
の
西
元
千
夏
さ
ん
は
父
親
の
大

作
さ
ん
と
妹
の
遙
香
さ
ん
に
森
で
拾
っ
た
ド

ン
グ
リ
な
ど
を
入
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
せ
、

「
妹
に
あ
げ
る
た
め
に
作
り
ま
し
た
。１
枚
の

紙
か
ら
六
角
形
の
ケ
ー
ス
を
作
る
の
が
難
し

く
、ク
ヌ
ギ
の
葉
っ
ぱ
な
ど
の
模
様
が
う
ま

く
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と

説
明
し
て
い
た
。

竹 

林 

克 

巳

5

ち
ゃ
ん

の
ひ
と
り
ご
と

竹

「
小
学
校
教
員
コ
ー
ス
」
に
期
待

（短期大学部英米語学科2年　84歳）

　新入生のみなさん、ご入

学おめでとうございます。

長いお休みが終わり、私も

新しい学年が始まります。

　今年は、全国の国公私立

の外国語大学の先駆けとな

る小学校教員養成のための

「英語キャリア学部英語キ

ャリア学科 小学校教員コ

ース」が関西外大に

創設され、全国各地

から選ばれた約30人の情熱に燃え

た俊秀が、中宮キャンパスの新しい

インターナショナル・コミュニケ

ーション・センター（ICC）に勢揃い

します。

　本学としても、世界中が注目する

新しい出発であり、期待に添える小

学校教員が巣立つ新しい関西外大

の誕生でもあります。

　幸運に恵まれたみなさんに、心か

らの祝福と歓迎の言葉を贈り、とも

に学べる幸運に感謝して、微力なが

らみなさんのご期待に応えるべく、

ベストを尽くしたいと考えていま

す。

　私は昨年、最高齢の社会人として

入学を許された老学生のひとりに過ぎま

せんが、来春、卒業を果たせたのちも、同窓

会の先輩各位のご協力を仰いで、世界に誇

れる関西外大に成長・発展するよう余力を

捧げたいと考えていますので、よろしくお

願いします。

ご意見は press@kansaigaidai.ac.jp まで

君
（
同
）
の
2
人
が
出
席
。船
戸
主
将
が
表
彰

状
を
受
け
取
り
、新
井
庸
弘
・
連
盟
会
長
か
ら

「
引
き
継
い
で
き
た
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
た
。

　

同
部
は
1
9
7
3
年
に
発
足
し
、現
在
の

部
員
は
2
年
生
5
人
、3
年
生
2
人
、4
年
生

7
人
の
計
14
人
。毎
週
月
、水
、木
、土
曜
日
に

練
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

船
戸
主
将
は
「
武
道
は
危
険
だ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
い
ま
す
が
、少
林
寺
拳

法
は
護
身
術
が
基
本
で
す
。新
年
度
は
部
員

を
増
や
し
て
活
動
を
盛
り
上
げ
た
い
の
で
、

活
動
を
見
に
来
て
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

少林寺拳法部

伝統継続40年
連盟から表彰「

今
年
は
部
員
増
や
し
た
い
」 主将を囲んで笑顔を見せる見せる部員たち

I
C
C
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

中
学
校
生
徒
美
術
展
に
ぎ
わ
う

　

女
性
に
対
す
る
性
犯
罪
の
被
害
を
防
ご
う

と
「
防
犯
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
1
3
」
が
3
月
14

日
、大
阪
市
の
「
阪
急
う
め
だ
本
店
」
9
階
の

祝
祭
広
場
で
行
わ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
ヘ
ル
プ
神
戸
ひ
ま
わ
り
」
の
女
子
学
生

4
人
が
出
演
。買
い
物
客
ら
に
注
意
を
呼
び

か
け
た
。

　

最
初
に
大
阪
府
警
府
民
安
全
対
策
課
の
池

永
公
一
管
理
官
が
「
犯
罪
者
は
用
意
周
到
に

ス
キ
を
つ
い
て
く
る
の
で
、注
意
を
す
れ
ば

危
険
度
は
下
が
り
ま
す
」
と
趣
旨
を
説
明
。吹

奏
楽
の
演
奏
の
後
、府
内
の
女
子
学
生
と
吉

本
興
業
の
タ
レ
ン
ト
西
川
か
の
子
さ
ん
ら
が

寸
劇
で
危
険
な
場
面
を
再
現
。短
期
大
学
部

１
年
嶋
本
紗
也
さ
ん
は
、帰
宅
し
て
家
の
ド

ア
を
開
け
る
場
面
を
演
じ
＝
写
真
＝
、「
確
か

め
よ
う　

後
ろ
の
安
全　

振
り
向
い
て　

い

つ
も
ど
こ
で
も　

家
の
前
で
も
」
と
防
犯
標

語
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
継
木
宏
依
さ
ん
、脇
坂
和
都
さ
ん
、

牧
野
奈
緒
さ
ん
（
い
ず
れ
も
短
大
部
1
年
）
ら

も
加
わ
り
、買
い
物
客
に
自
転
車
の
前
か
ご

カ
バ
ー
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
た
。

梅
田
で
防
犯
啓
発

学
生
4
人
が
協
力



東　門
East Gate

西　門

第1グラウンド

円形ステージ

教
室
棟
1
号
館

教
室
棟
2
号
館

第2グラウンド

教室棟7号館

中宮テニスコート

学生広場

セントラル
ガーデン

守衛室

万代池

日本庭園

茶室

本館

第3グラウンド

West Gate

正　門
Main Gate

ゲストハウス

 

西　門
West Gate

ゴルフ練習場

万代池

体育館

バス乗り場

中宮行
連絡バス乗り場

学研行
連絡バス乗り場

本部棟

キャリアセンター
（就活支援）

穂谷国際交流
セミナーハウス

正　門
Main Gate

南　門
South Gate

連
絡
バ
ス
中
宮
へ

連絡バス学研へ

CAMPUS MAP

Nakamiya Campus
中宮キャンパス

Gakkentoshi Campus
学研都市キャンパス

学生部
クラブ活動、アルバイト、奨学金、
マンションなど学生生活全般
教務部
成績証明書発行や授業全般の相談

キャリアセンター
就活支援

厚生北館（コンビニや書店も）

マルチメディアホール（演奏会も）

図書館学術情報センター
（AVライブラリーも完備）

インターナショナル・コミュニケーション・
センター（ICC）

中宮体育館

厚生北館食堂

国際交流センター（留学相談、留学生との交流）

谷本記念講堂

図書館学術情報センター
（ビデオ、DVD、CDなども自由に利用可能）

連絡通路

講堂

円形ステージ（野外コンサートも）

教室棟食堂穂谷第2国際交流セミナーハウス

焼きたてパン　　　　　　　　　　　　

1F

2F

学務課（授業や学生生活の相談なども）1F
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教
員
の
新
任
と
異
動

※科目は一部省略

外

国

院

留

短

外国語学部

キ
英語キャリア
学部

国際言語学部

短期大学部

大学院

留学生別科

新任

新任

転籍

任用

英語キャリア
学部

英語キャリア
学部

英語キャリア
学部

外国語学部

外国語学部

留学生別科

国際言語学部

国際言語学部

国際言語学部

短期大学部

4月1日付

学校教育基礎論キ

黒
田
　
秀
子

 
く
ろ 
だ 

ひ
で 
こ

専
任

Advanced、英語学概論、英
語文法論
外

大
庭
　
幸
男

 
お
お 
ば 

ゆ
き 
お

専
任

Advanced、Intro外

山
梨
　
正
明

 
や
ま 
な
し 

ま
さ 
あ
き

専
任

Japanology、日本語学概論、
言語研究特別演習
外

仁
田
　
義
雄

 
に
っ 
た 

よ
し 
お

特
任

経済学、国際開発論、国際
関係特別演習
外

牧
野
　
松
代

 
ま
き 
の 

ま
つ 
よ

特
任

Intro.、Advanced外

八
木
　
克
正

 
や 

ぎ 

か
つ 
ま
さ

特
任

経営学、マーケティング、総合
科目
外

北
尾
　
信
夫

 
き
た 
お 

の
ぶ 
お

専
任

国際関係論、人間の安全保
障、国際機構
外

安
田
　
佳
代

 
や
す 
だ 

か 

よ

専
任

国際関係論、国際開発論外

金
　
孝
淑

 
キ
ム 

ヒ
ョス
ク 
 

特
任

Reading、英語翻訳演習、
Cultural Studies、TOEFL
外

田
邊 

久
美
子

 
た 
な
べ 

く 

み 

こ

特
任

TOEIC外

藤
原 

久
仁
子

 
ふ
じ 
わ
ら 

く 

に 

こ

図画工作、図画工作科指導
法
キ

小
林
　
伸
雄

 
こ 
ば
や
し 

の
ぶ 
お

非常勤講師

Area Studies（北アメリカ）外

岩
田
　
強

 
い
わ 
た 

つ
と
む

非常勤講師

TOEIC、資格英語外

上
野
　
育
子

 
う
え 
の 

い
く 
こ

国際関係研究、地域文化研
究、言語研究
外

丸
　
朋
子

 
ま
る 

と
も 
こ

通訳演習外

尾
辻 

ま
ゆ
み

 
お 
つ
じ

民法外

河
野
　
尚
子

 
こ
う 
の 

な
お 
こ

キャリア・デザイン外

竹
内
　
一
真

 
た
け 
う
ち 

か
ず 
ま

TOEFL、TOEIC外

西
村
　
久
美

 
に
し 
む
ら 

く 

み

スペイン語文法、スペイン語演
習
外

野
村
　
明
衣

 
の 
む
ら 

め 

い

非常勤講師

教育心理学国

﨑
濱
　
秀
行

 
さ
き 
は
ま 

ひ
で 
ゆ
き

心理学国

三
戸
　
秀
樹

 
み 

と 

ひ
で 
き

検定英語演習国

森
岡
　
高
子

 
も
り 
お
か 

た
か 
こ

非常勤講師

樫
本
　
則
子

か
し 
も
と 

の
り 
こ

田
村
　
美
幸

 
た 
む
ら 

み 
ゆ
き

中
西 

千
佳
子

 
な
か 
に
し 

ち 

か 

こ

非常勤講師

非常勤講師

教　授

准教授 教　授

教職概論、教職実践演習キ

英語ビジネス・コミュニケーショ
ン、英語ビジネス・プレゼンテーション
キ

岡
澤
　
潤
次

 
お
か 
ざ
わ 

じ
ゅ
ん 
じ

専
任

教育心理学キ

森
田
　
健
宏

も
り 
た 

た
け 
ひ
ろ 

専
任

体育キキ

山
本
　
泰
明

 
や
ま 
も
と 

や
す 
あ
き

専
任

Y
. Jung

ジ
ョン
専
任

理科キ

落
合
　
清
茂

 
お
ち 
あ
い 

き
よ 
し
げ

専
任

教職概論キ

角
野
　
茂
樹

 
か
ど 
の 

し
げ 
き

専
任

道徳教育の理論と実践、教
育哲学
キ

小
寺
　
正
一

 
こ 
て
ら 

ま
さ 
か
ず

専
任

算数キ

渡
邉
　
一
郎

わ
た 
な
べ 

い
ち 
ろ
う

専
任

音楽、音楽科指導法、音楽
実技演習
キ

藤
原
　
一
秀

 
ふ
じ 
は
ら 

か
ず 
ひ
で

特
任

教　授

教　授

国語キ

村
上
　
明
子

 
む
ら 
か
み 

あ
き 
こ

専
任

教　授

Intro.、Cultural History（北
アメリカ）、アメリカ入門
外

松
原
　
陽
子

 
ま
つ 
ば
ら 

よ
う 
こ

専
任

准教授

国際関係論、国際政治学、
政治学、アカデミックスキルズ
国

片
山
　
慶
隆

 
か
た
や
ま 

よ
し 
た
か

専
任

メディア英語基礎研究、英語
コミュニケーション研究
国

長
友 

俊
一
郎

 
な
が 
と
も 
し
ゅ
ん 
い
ち 
ろ
う

専
任

准教授

Cultural History（北アメリ
カ）、アメリカ入門
外

坂
下
　
史
子

 
さ
か 
し
た 

ふ
み 
こ

専
任

Advanced、
Cultural Studies、Japanology
外

須
川 

亜
紀
子

 
す 
が
わ 

あ 

き 

こ

専
任

講　師

中国語発展研究、中国語演
習
国

山
口
　
久
和

 
や
ま 
ぐ
ち 

ひ
さ 
か
ず

専
任

国際関係論、平和政策論、
国際機構論、政治学
国

岩
波 

由
香
里

 
い
わ 
な
み 

ゆ 
か 

り

特
任

教　授 准教授

College English Grammar、
TOEIC演習、Integrated English
短短短

有
本
　
昌
剛

 
あ
り 
も
と 

ま
さ 
た
け

専
任

秘書学概論、秘書実務、
K.G.C.

高
橋
　
克
実

 
た
か 
は
し 

か
つ 
み

専
任

生徒指導論、教職概論、教
育制度概論、教職実践演習

山
元
　
行
博

や
ま
も
と 

ゆ
き 
ひ
ろ

専
任

教　授

英検演習短短短

小
泉 

賢
一
郎

 
こ 
い
ず
み 
け
ん 
い
ち 
ろ
う

専
任

社会学特別演習、社会学、
K.G.C.

森
　
常
人

 
も
り 

と
き 
ひ
と

専
任

Integrated English、
Academic English

エアライン・ビジネス短

具
　
本
媛

 
グ
ー 

ポ
ン
ウ
ァ
ン

非常勤講師

マンガ作画実技外

短短 ホスピタリティ英検演習

川
島
　
理
恵

 
か
わ
し
ま 

み
ち 
え

特
任

講　師

講　師

資格英語、Advan c e d、
Intro.
外

三
浦 

あ
ゆ
み

 
み 
う
ら 

特
任

中国語基礎、中国語演習国

中
村
　
俊
弘

 
な
か
む
ら 

と
し 
ひ
ろ

専
任

中国語会話、中国語演習、
中国語発展研究
国

魏
　
大
海

 
ギ 

タ
イ 
カ
イ

専
任

教　授

講　師

准教授

英語翻訳演習、TOEICスコ
アアップ、メディア英語基礎研究
国

内
田
　
真
弓

 
う
ち 
だ 

ま 
ゆ
み

専
任

中国語会話国

郝
　
佳
璐

 
カ
ク 

カ 

ロ

招
聘

アドバンストイング
リッシュ
国

C. D
. Jam

es

ジ
ェ
イ
ム
ズ

招
聘

アドバンストイング
リッシュ
国

A
. D
ansie

ダ
ン
ジ
ー

招
聘

アドバンストイング
リッシュ
国

K
. W
. Patterson

パ
タ
ー
ソ
ン

招
聘

アドバンストイング
リッシュ
国

J. M
. Rogers

ロ
ジ
ャ
ー
ス

招
聘

TOEICスコアアップ、TOEFLス
コアアップ、メディア英語基礎研究
国

後
藤
　
リ
サ

 
ご 
と
う 

専
任

講　師

CIE外

E. Garcia de la Torre

ガ
ル
シ
ア　

デ
ラ
ト
ー
レ

招
聘

Integrated外
J. M
. D
'A
ndrea

デ
ィ
ア
ン
ド
レ

招
聘

Integrated、
Advanced
外

M
. T
orikaw

a

ト
リ
カ
ワ

オラール外

J. Luis Blanco

ル
イ
ス
ブ
ラ
ン
コ

オラール外

M
. P. Letelier B.

レ
テ
リ
エ
ル

講　師

Integrated外

G. Lee

リ
ー招聘

IES外

N
. D
. Lee

リ
ー招聘

CIE外

A
. Leon

レ
オ
ン
招
聘

LgD:Argument 
& Persuation

A
. Svrakov

ス
ヴ
ラ
コ
フ

招
聘

講　師

国際マーケティング論、国際
経営論、アカデミック・スキルズ
国

大
谷
　
泰
斗

 
お
お 
た
に 

た
い 
と

専
任

講　師

2月1日付

■英語キャリア学部
LgD=
Language Development 
■外国語学部
 Intro.=
Introduction to 
Academic English
 Integrated English Skills=
Integrated
 Advanced=
Advanced Reading
 IES=IESプログラム 
 CIE=CIEプログラム 
 エスパニョール・オラール＝
オラール  
 TOEFL＝試験英語（TOEFL）  
 TOEIC＝試験英語（TOEIC）
■国際言語学部
 アドバンスト＝
アドバンストイングリッシュ   
■短期大学部
 K.G.C.＝K.G.C.ベーシックス   



　
【
体
育
会
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
＝
高
橋
克
実
▽

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
小
谷
克
則
▽

空
手
道
＝
田
代
直
也
▽
競
技
ス
キ
ー
＝
木
元

正
和
▽
剣
道
＝
古
澤
嘉
朗
▽
航
空
＝
鈴
木
誠

一
▽
硬
式
庭
球
（
男
子
）＝
相
良
博
昭
▽
硬
式

野
球
＝
新
木
稔
▽
ゴ
ル
フ
＝
森
川
長
俊
▽
サ

ッ
カ
ー
＝
安
田
猛
▽
少
林
寺
拳
法
＝
石
濱
昌

宏
、稲
増
哲
▽
柔
道
＝
豊
田
裕
之
▽
水
上
競
技

＝
香
西
壮
一
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
浜
田
久
志

▽
卓
球
＝
井
戸
垣
隆
▽
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
＝
森

常
人
▽
日
本
拳
法
＝
笠
井
正
隆
▽
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
＝
醍
醐
昌
英
▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男

子
）＝
東
裕
則
▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
玉
井
久
之

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
魚
住
真
司
▽
ボ
ク
シ
ン

グ
＝
沼
田
晃
一
、大
路
規
▽
ラ
ク
ロ
ス
（
女
子
）

＝
田
村
直
樹
▽
ラ
グ
ビ
ー
＝
丹
下
和
彦
▽
陸

上
競
技
＝
山
本
泰
明
▽
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
＝
山
梨
正
明

　
【
文
化
会
】
ギ
タ
ー
＝
染
田
靖
▽
軽
音
楽
＝

伊
藤
理
英
▽
混
声
合
唱
団
＝
杉
本
裕
之
▽
箏

曲
＝
和
佐
敦
子
▽
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
＝
塩
地

弘
和
▽
マ
ン
ド
リ
ン
＝
林
美
智
代
▽
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
研
究
会
＝
草
野
千
秋
▽
映
画
研
究
＝
北
尾

信
夫
▽
演
劇
＝
中
谷
英
明
▽
華
道
＝
阿
部
奈

南
▽
競
技
ダ
ン
ス
＝
前
田
隆
司
▽
茶
道
＝
坂

下
史
子
▽
写
真
＝
平
田
一
郎
▽
書
道
＝
山
崎

の
ぞ
み
▽
美
術
＝
市
原
麻
衣
子
▽
フ
ラ
メ
ン

コ
＝
村
下
訓
▽
落
語
笑
会
＝
大
庭
幸
男
▽
英

語
研
究
会
＝
浅
田
忠
久
▽
ス
ペ
イ
ン
語
会
話

＝Di  M
artino

▽
中
国
語
研
究
＝
菊
池
繁
夫

▽
通
訳
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
＝
朴
育
美
、R. T. 

J.Bosm
an

▽
国
際
親
善
＝
下
谷
麻
記
▽
新
聞

＝
橋
本
功
、村
上
明
子
▽
国
際
事
情
研
究
＝
桜

井
悌
司
▽
旅
研
究
＝
足
立
聿
宏
▽
出
版
文
芸

＝
豊
田
順
子

　
【
独
立
２
団
体
】
吹
奏
楽
＝
丹
下
和
彦
、森

田
健
宏
▽F. B. S.

放
送
局
＝
廣
本
和
司

　
【
体
育
会
】
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
白
井
良

昌
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
内
田
真
弓
▽
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
＝
後
藤
リ
サ
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
中

野
誠
▽
硬
式
テ
ニ
ス
＝
相
良
博
昭
▽
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
＝
片
山
慶
隆
▽
剣
道
＝
日
木
く
る
み

▽
軟
式
野
球
＝
吉
田
泰
謙
▽
女
子
駅
伝
＝
山

本
泰
明
▽
硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
＝
西
田
透
▽

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
同
好
会
＝
長
友
俊
一
郎
▽
陸

上
競
技
同
好
会
＝
近
藤
愛
紀
▽
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
同
好
会
＝
白
井
良
昌
▽
セ
パ
タ
ク
ロ

ー
同
好
会
＝
山
口
久
和
▽
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好

会
＝
小
島
泰
典
▽
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
＝
大

谷
泰
斗

　
【
文
化
会
】
ド
イ
ツ
語
研
究
＝R. W

.  
Schm

idt

▽I. G
. C
.

＝
林
登
美
子
▽M

. J. A.

＝

安
川
慶
治
▽
軽
音
楽
＝
片
岡
修
▽
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
＝
池
田
遊
魚
▽
茶
華
道
＝
光
信
仁
美

▽
ダ
ン
ス
＝
三
輪
雅
人
▽
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

同
好
会
＝
石
﨑
寛
治
▽
中
国
語
研
究
＝
中
村

俊
弘
▽
料
理
＝
鵜
島
三
壽
▽
イ
ベ
ン
ト
系
投

資
＝
内
田
智
裕
▽
奏
楽
同
好
会
＝
米
山
敬
子

2
0
1
3
年
度
ク
ラ
ブ
部
長
・
チ
ュ
ー
タ
ー

　

４
月
１
日
付
で
国
際
言
語
学
部
長
に
新
た
に
就
任
す
る

江
平
英
一
教
授
が
抱
負
を
語
っ
た
。

　
「
国
際
言
語
学
部
」
は

1
9
9
6
年
4
月
の
開
設
以
来
、

本
学
の
建
学
の
理
念
（「
国
際
社

会
に
貢
献
す
る
豊
か
な
教
養
を

備
え
た
人
材
の
育
成
」
と
「
公
正

な
世
界
観
に
基
づ
き
、時
代
と

社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
く
実
学
」）
を
具
現
化
し
、各
分

野
で
活
躍
す
る
国
際
人
を
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。し
か

し
急
速
に
進
む
社
会
経
済
の
国
際
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、

本
学
に
対
し
新
た
な
変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
国
際
言
語
学
部
」
は
2
0
1
4
年
度
か
ら
募
集
を
停
止

し
、新
た
に
「
英
語
国
際
学
部
」（
構
想
中
）
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
す
。新
学
部
で
は
、英
語
運
用
能
力
を
ベ
ー

ス
と
し
た
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

付
け
、３
つ
の
国
際
力
（
異
文
化
理
解
力
、国
際
理
解
力
、グ

ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
基
礎
力
）
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

時
代
の
要
請
を
受
け
て
の
改
組
転
換
で
す
が
、「
国
際
言

語
学
部
」
の
実
績
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
話
で
す
。穂
谷
学

舎
を
愛
お
し
く
想
う
心
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
学
生
、教
職
員

が
共
に
築
き
あ
げ
て
き
た
文
化
、伝
統
が
基
盤
と
な
り
、目

標
を
定
め
、自
己
研
鑽
で
き
る
学
生
た
ち
、ま
さ
に
有
為
な

人
材
を
育
て
、世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は

卒
業
生
、在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
は

ず
で
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
、「
穂
谷
学
舎
」
は
「
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ

ス
」に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
来
年
4
月
か
ら
は
、

こ
の
空
間
で
「
国
際
言
語
学
部
」
生
と
「
英
語
国
際
学
部
」

生
が
共
に
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
新

し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
文
化
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。楽
し
み
で
す
。

築いた伝統を新学部へ

江 

平
　
英 

一
教
授

　

中
宮
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
）
2
階

セ
ブ
ン
ア
イ
・
ス
ポ
ッ
ト
、学
研
は
本
部
棟
2

階
講
師
控
え
室
横
で
、4
月
5
日
か
ら
相
談

業
務
が
始
ま
る
。3
年
次
編
入
学
を
め
ざ
す

短
大
生
、教
職
課
程
履
修
者
な
ど
、短
期
間
で

集
中
的
に
英
語
力
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え

る
学
生
を
対
象
に
、夏
期
、春
期
の
長
期
休
暇

中
も
開
設
す
る
。

　

長
期
休
暇
中
も
含
め
月
曜
か
ら
金
曜
、中

宮
は
9
時
半
〜
18
時
45
分
（
夏
期
、春
期
休
暇

中
は
9
時
〜
17
時
）、学
研
は
9
時
40
分
〜
17

時
40
分
、英
語
を
中
心
に
大
学
で
の
学
び
に

つ
い
て
学
生
の
相
談
を
受
け
付
け
る
。

　

指
導
担
当
者
と
し
て
、高
校
教
員
を
経
験

し
た
7
人
の
ベ
テ
ラ
ン
を
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に

配
置
す
る
。1
人
が
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
担
当

す
る
ほ
か
、中
宮
は
5
人
、学
研
は
1
人
が
担

当
。中
宮
は
2
〜
3
人
、学
研
は
1
人
が
常
に

待
機
し
、相
談
に
あ
た
る
。

　

指
導
担
当
者
は
次
の
み
な
さ
ん
。（
敬
称
略
）

　

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
小
泉
賢
一
郎
▽
千
木

良
孝
志
▽
倉
澤
孝
之
▽
関
省
子
▽
井
原
貴
美

代
▽
原
園
京
子

　

学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
小
泉
賢
一
郎
▽

辻
英
子

　

1
月
8
日
の
F
D
授
業
実
践
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
記
念
講
演
で
、遠
山
紘
司
・
元
神
奈
川

工
科
大
学
教
授
が
同
大
学
の
「
基
礎
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
紹
介
し
た
。同
大
学
で
は
、

「
授
業
を
つ
ま
ら
な
く
感
じ
る
」
学
生
と
、「
学

生
の
学
習
意
欲
が
低
い
」
と
受
け
止
め
る
教

員
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た
め
、チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
高
校
教
員
経
験
者
を
配
置
し
た

同
セ
ン
タ
ー
を
約
10
年
前
に
開
設
。遠
山
氏

は
「
勉
強
が
で
き
な
い
の
で
や
め
る
と
い
う

学
生
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、退
学
率
が

大
き
く
減
っ
た
」
と
話
し
た
。こ
れ
に
着
目
し

た
大
学
Ｆ
Ｄ
委
員
長
の
澤
田
治
美
教
授
、教

職
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
網
倉
尚
武
教
授
ら

が
同
大
学
で
運
用
状
況
を
視
察
。種
々
の
効

果
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、本
学
で
も
同
種

機
関
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
。

　

英
語
力
の
向
上
な
ど
に
悩
み
を
抱
え
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、4
月
か
ら
中
宮
、学
研

都
市
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。「
英
語
力
を
高
め
る
方

法
が
わ
か
ら
な
い
」「
大
学
で
の
学
習
に
不
安
が
あ
る
」
と
い
っ
た
課
題
を
持
っ
た
学
生
に

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
、自
立
し
て
学
び
続
け
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と

の
狙
い
。大
学
、短
期
大
学
部
に
か
か
わ
ら
ず
英
語
運
用
能
力
の
不
足
に
悩
む
学
生
や
大
学

で
の
学
び
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
新
入
生
を
組
織
的
、継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー 

開
設

4
月
5
日
相
談
開
始

F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
実
現

小泉  賢一郎千木良  孝志

小泉  賢一郎辻  英子

倉澤  孝之関  省子

井原  貴美代原園  京子
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中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

学
研
都
市

キ
ャ
ン
パ
ス

学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
1
3
年
度
教
員
役
職
者（
4
月
1
日
付
）

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

澤
田　

治
美

図
書
館
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

橋
本　
　

功

英
米
語
学
科
長　
　

教 

授　

町
田　

哲
司

ス
ペ
イ
ン
語
学
科
長　
教 

授　

辻
井　

宗
明

外
国
語
学
部
教
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

井
尻　

直
志

学
生
部
長　
　
　
　

教 

授　

丹
下　

和
彦

英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
長　

教 

授　

岡
田　

伸
夫

英
語
キ
ャ
リ
ア
学
科
小
学
校
教
員
コ
ー
ス
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

小
寺　

正
一

英
語
キ
ャ
リ
ア
学
部
教
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

松
宮　

新
吾

国
際
交
流
部
長　
　

教 

授　

森
川　

長
俊

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 
授　

波
多
野　

進

Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長　
教 

授　

澤
田　

治
美

短
大
部
教
務
部
長　

教 

授　

谷
本　

和
子

短
大
部
学
生
部
長　

教 

授　

廣
本　

和
司

短
大
部
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

新
木　
　

稔

短
大
部
Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

浅
田　

忠
久

短
大
部
入
試
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

井
戸
垣　

隆

国
際
文
化
研
究
所
長　
教 

授　

田
尻　

陽
一

人
権
教
育
思
想
研
究
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

前
田　

隆
司

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

角
野　

茂
樹

イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

林　

美
智
代

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

中
谷　

英
明

個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

加
堂　

裕
規

体
育
館
長　
　
　
　

教 

授　

浜
田　

久
志

外
国
人
教
員
会
議
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／

Ｉ
Ｅ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　
　

教 

授　

リ
サ
・
Ｒ
.
ミ
ラ
ー

留
学
生
別
科
長　
　

教 

授　

谷
本　

義
高

留
学
生
別
科
日
本
語
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

鹿
浦　

佳
子

留
学
生
別
科
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
　

准
教
授　

マ
ー
ク　

Ｓ
．ト
レ
イ
シ
ー

国
際
言
語
学
部
長　

教 

授　

江
平　

英
一

国
際
言
語
学
部
教
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

神
田　

修
悦

国
際
言
語
学
部
学
生
部
長　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

松
村　

國
隆

国
際
言
語
学
部
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

中
野　
　

誠

国
際
言
語
学
部
図
書
館
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

石
﨑　

寛
治

孔
子
学
院
連
携
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授　

靳　
　

衛
衛

新
国
際
言
語
学
部
長
が
抱
負



2013年度学内TOEIC日程

① 4月13日（土）

② 5月18日（土）

③ 6月15日（土）

④ 7月20日（土）

⑤10月12日（土）

⑥11月30日（土）

⑦ 2月 1日（土）

3月22日～ 3月27日

4月25日～ 5月1日

5月27日～ 5月31日

6月28日～ 7月4日

9月23日～ 9月27日

11月11日～ 11月15日

12月16日～ 12月20日

試験日
（中宮  １３:００集合完了）
（学研  １３:２０集合完了）

申込期間
（中宮  １０:１５～１６:４５）
（学研  １１:００～１５:００）

学
友
会
行
事
日
程

松
田  

麻
里 

委
員
長

　

2
0
1
3
年
度
の
学
友
会
の
主
な
行
事
日

程
が
、次
の
通
り
決
ま
っ
た
。

【
中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
】

◇
新
入
生
歓
迎
祭　

4
月
7
日
（
日
）

◇
文
化
博
覧
祭　

6
月
2
日
（
日
）

＝
6
月
1
日
（
土
）
午
後
か
ら
準
備

◇
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

▽
体
育
会　

8
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）、

　
　
　
　
　

鳥
取
県
大
山

▽
学
生
会　

8
月
26
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）、

　
　
　
　
　

兵
庫
県
ハ
チ
高
原

▽
文
化
会　

9
月
3
日
（
火
）
〜
5
日
（
木
）、

　
　
　
　
　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

◇
外
大
祭　

11
月
1
日
（
金
）
2
日
（
土
）。２

日
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も
＝
10
月
31
日

（
木
）
午
後
は
休
講
で
準
備
、11
月
1
、2
日
は

休
講
。3
日
（
日
）
は
後
片
付
け

【
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
】

◇
新
入
生
歓
迎
祭　

4
月
3
日
（
水
）

◇
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

8
月
26
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）、鳥
取
県
大
山

◇
穂
谷
祭　

11
月
1
日
（
金
）
2
日
（
土
）＝

10
月
31
日
（
木
）
午
後
は
休
講
で
準
備
、11
月

1
、2
日
は
休
講
。3
日
（
日
）
は
後
片
付
け

　

本
学
で
は
、英
語
の
習
熟
度
を
調
べ
る
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
２
種
類
の
テ
ス
ト

を
学
内
で
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ（T

est of E
nglish as a 

Foreign Language

）
は
英
語
を
母
語
と
し

な
い
人
の
大
学
レ
ベ
ル
の
英
語
を
使
用
お
よ

び
理
解
す
る
能
力
を
図
る
の
が
目
的
。大
学

で
の
学
び
に
必
要
な「
読
む
」「
聞
く
」「
話
す
」

「
書
く
」
の
4
技
能
を
総
合
的
に
測
定
す
る
。

本
学
で
は
、留
学
希
望
者
は
受
験
が
必
須
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ（T

est of E
nglish for 

International Com
m
unication

）
は
英
語
を

母
国
語
と
し
な
い
人
の
身
近
な
内
容
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
ま
で
幅
広
い
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

ョ
ン
能
力
を
評
価
す
る
の
が
目
的
。企
業
で

の
研
修
に
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
テ
ス
ト

で
、採
用
時
の
提
出
書
類
に
も
記
入
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

2
0
1
3
年
度
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
実
施
日
程

は
〈
別
表
〉
の
通
り
。受
験
料
は
、昨
年
度
の

2
8
0
0
円
か
ら
3
0
0
0
円
に
変
更
（
学

生
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
か
ら
引
き
落
と
し
）。申
し
込

み
は
、中
宮
・
教
務
部
、学
研
都
市
・
学
務
課

に
あ
る
「
証
明
書
自
動
発
行
機
」
で
。試
験
当

日
、受
験
票
の
上
部
を
切
り
取
っ
て
、各
会
場

の
試
験
官
へ
提
出
す
る
。受
験
票
は
各
自
で

受
験
当
日
ま
で
保
管
す
る
。受
験
会
場
は
、受

験
前
日
ま
で
に
掲
示
板
に
告
知
す
る
。

　

2
0
1
3
年
度
の
学
内
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
実

施
日
程
は
〈
別
表
〉
の
通
り
。試
験
日
は
中
宮
、

学
研
都
市
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
同
一
日
。受
験

料
は
4
0
0
0
円
。申
し
込
み
場
所
は
各
受
け

付
け
期
間
中
、中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
厚
生
北
館

3
階
。学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
は
研
究
室
棟
1

階
・
第
1
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
習
室
。

　

受
け
付
け
時
間
は
、中
宮
が
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
4
時
45
分
。学
研
都
市
は
午
前
11

時
〜
午
後
3
時
。

　

新
入
生
の

み
な
さ
ん
、ご

入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

い
よ
い
よ

待
ち
に
待
っ

た
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
が

始
ま
り
ま
す
ね
。期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
の
新
入
生
歓
迎
祭
の
テ
ー
マ

は
「How

…
? 　

〜
全
て
は
あ
な
た
の

A
ction+

〜
」
で
す
。こ
の
テ
ー
マ
は
、大
学

生
活
は
未
知
数
で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
あ
な

た
の
行
動
次
第
で
ど
の
よ
う
な
も
の
に
も
変

え
て
い
け
る
の
だ
と
い
う
思
い
を
込
め
て
決

め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
実
行
委
員
は
み
な
さ
ん
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、こ
の
新
入
生
歓
迎
祭
を
そ
の
第
一
歩
と

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
、皆
さ
ん

は
こ
れ
か
ら

始
ま
る
大
学

生
活
に
様
々

な
想
い
を
抱

い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま

す
。こ
こ
で
皆

さ
ん
に
大
切

に
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

常
に
何
事
か
ら
も
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
で
す
。

こ
の
４
年
間
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

そ
れ
を
糧
に
し
て
成
長
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
、た

く
さ
ん
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。そ
ん
な
時
に
、自
分
の
価
値
観
だ
け

に
支
配
さ
れ
ず
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
柔
軟
さ
を
身
に
付
け
て
下

さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、新
し
い
自
分
だ
け
の
道

が
築
き
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
に
挑
戦
し
、学
び
を
得
て
、成
長
で
き

る
こ
と
を
我
々
、学
友
会
一
同
も
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
入
生

歓
迎
祭

石
野  

航
太 

委
員
長
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3/29(金）

4/6（土）

4/20（土）
5/11（土）
5/25（土）
6/8（土）
7/6（土）
9/14（土）
9/28（土）
11/23（土）

12/7（土）

12/14（土）

12/21（土）
1/25（土）

短大部新入生
外国語学部英米語学科新入生
英語キャリア学部新入生
国際言語学部新入生

英語キャリア学部２年次生
外国語学部英米語学科２年次生
国際言語学部２年次生
英語キャリア学部１年次生
外国語学部英米語学科１年次生
国際言語学部１年次生
短大部英米語学科１年次生
12/9（月）～12/13（金）

試験日学内TOEFL 対象者と申込期間など

留学生別科共同開講科目　5/25（土）分まで有効  
留学準備コース、ビジネスプリビューコース（秋学期）　6/8（土）分まで有効 
学部3年次編入学（9月選考）　6/8（土）分まで有効  
ビジネスプリビューコース（春学期）　9/28（土）分まで有効  

※受け付け場所　中宮：厚生北館3階　学研：第1コンピュータ自習室

2013年度学内TOEFL実施日程（在学生用）

必 　 　 修

第 1 回
第 2 回
第 3 回
第 4 回
第 5 回
第 6 回
第 7 回
第 8 回

必 　 　 修

第 9 回

中宮

学研

受けようTOEFL・TOEIC

学生証が必要です。
必ず自分の学生証を
携帯してください。

新入生を歓迎するチアリーダー部の熱演（昨年の新歓祭で）

4/8（月）～4/12（金）
4/22（月）～4/26（金）
5/13（月）～5/17（金）
5/27（月）～5/31（金）
6/10（月）～6/14（金）
7/15（月）～7/19（金）
9/16（月）～9/20（金）
11/11（月）～11/15（金）

入館・本の貸出
資料の検索には OPAC（オンライン蔵書目録）を
使うと便利です。
図書館内の端末から検索できます。
また、自宅のパソコンからも図書館のホームペー
ジにアクセスし、利用できます。

借りた本は期限までにカウンターに返しましょう。

Qまだ読み終わってないときはどうすればいい？
A貸出期間を延長できます。資料を持参の上、カウン

ターで手続きをしてください。

Q返却が遅れるとどうなるの？
A遅れた日数分は本の貸出やAVライブラリーの一時

利用ができません。
　他の利用者の迷惑になりますので、返却期限は厳

守してください。

　図書館学術情報センターは外大生の学びをサポートするための、
資料と場所を準備して皆さんの利用をお待ちしています。

本を探す 本を返す

開館時間

月～金

土

授業期

中宮図書館

8：45～20：45

8：45～15：45

穂谷図書館

9：00～20：15

9：00～15：45

9：00～16：45

9：00～15：45

学休期

OPAC（オンライン蔵書目録）
http://opac.kansaigaidai.ac.jp

新入生のみなさん図書館へようこそ

今日から外大生の仲間入り――

※穂谷AVライブラリー授業期（月～金）は、
　9：00～18：45です。

関
西

外
大

学生証 KANSAI GAIDAI UNIVERSITY学生証 KANSAI GAIDAI UNIVERSITY

［□□キャンパス］

関西外国語大学学長0000000000000

学生証
外大　花子



　

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、A
N
A
ウ
イ
ン
グ
ス
、

A
N
A
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、A
N
A
大

阪
空
港
、全
日
本
空
輸
（
A
N
A
）、日
本
航
空

（
J
A
L
）
の
5
社
が
参
加
。本
学
卒
業
生
5

人
も
出
席
し
た
。谷
本
記
念
講
堂
で
各
社
担

当
者
が
自
己
紹
介
＝
写
真
㊤
＝
を
行
っ
た
あ

と
、各
教
室
に
分
か
れ
個
別
の
会
社
説
明
を

行
っ
た
。各
社
と
も
1
時
間
の
説
明
会
を
3

回
ず
つ
行
い
、学
生
は
3
社
の
説
明
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。な
か
に
は
、同
じ
会
社
の

説
明
を
2
回
連
続
で
受
け
る
学
生
も
お
り
、

熱
の
入
っ
た
説
明
会
と
な
っ
た
。

　

A
N
A
ウ
イ
ン
グ
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

本
学
短
大
部
2
0
0
4
年
卒
業
で
現
役
C
A

で
も
あ
る
久
保
ま
ど
香
さ
ん
が
説
明
。「
運
航

は
小
型
機
が
中
心
で
、機
材
の
制
約
が
あ
る

な
か
で
、い
か
に
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
、乗
務
員
の
1
カ
月
、1
日
の
業
務
パ
タ
ー

ン
を
紹
介
。求
め
る
人
物
像
と
し
て
「
早
期
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
身
に
つ
け
、チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
旺
盛
な
人
。他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
の

連
携
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
発
揮
で
き
る
人
。お

客
さ
ま
と
共
に
最
高
の
歓
び
を
創
る
こ
と
が

で
き
る
人
」
を
あ
げ
た
。

　

2
0
1
3
年
度
の
学
内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ

ー
は
1
月
28
日
か
ら
の
7
日
間
と
、2
月
18

日
か
ら
の
2
日
間
の
計
9
日
間
、中
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、2
7
3
の
企
業
・
団
体
が

参
加
し
、延
べ
約
7
0
0
0
人
の
学
生
が
各

企
業
の
会
社
説
明
を
受
け
た
。

　

就
職
を
希
望
す
る
学
生
を
取
り
巻
く
環
境

は
、全
国
的
な
就
職
率
で
は
2
年
連
続
で
前

年
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
は
い
る
が
、依
然
、

厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
な
い
。一
方
で
、セ

ミ
ナ
ー
参
加
企
業
は
毎
年
、増
加
傾
向
に
あ

り
、今
年
は
前
年
比
で
約
30
社
増
。前
々
年
比

で
は
約
70
社
も
増
え
て
い
る
。こ
の
た
め
、キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、2
日
間
の
予
備
日

を
設
け
て
対
応
し
た
。

　

工
具
を
輸
入
販
売
す
る
会
社
で
は
、創
業

社
長
自
ら
来
学
、学
生
に
熱
く
語
り
か
け
て

い
た
。学
生
た
ち
は
製
品
や
カ
タ
ロ
グ
集
を

手
に
取
り
な
が
ら
、社
長
の
迫
力
あ
る
説
明

に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

　

学
生
の
人
気
業
種
で
は
①
卸
売
業
②
製
造

業
③
宿
泊
・
飲
食
業
④
運
輸
・
郵
便
業
⑤
金
融
・

保
険
業
―
の
順
。ま
た
、人
気
企
業
名
の
ベ
ス

ト
10
は
別
表
の
よ
う
に
、旅
行
業
、ホ
テ
ル
が

と
も
に
3
社
ず
つ
入
っ
て
い
る
。人
気
企
業

の
教
室
前
で
は
、次
の
説
明
タ
イ
ム
ま
で
廊

下
で
待
機
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

①阪急交通社
②近畿日本ツーリスト
③伊藤園
④富士貿易
⑤資生堂
⑥名鉄観光サービス
⑦帝国ホテル大阪
⑧ヒルトン大阪
⑨ゆうちょ銀行
⑨ロイヤルホテル

学内合同企業セミナー人気企業（上位10社）

　2013 年の第 2回航空ガイダンスが
2月 13日、中宮キャンパスで行われ、
航空関連 5社の採用担当者が会社概
要や採用方針などを説明。客室乗務員（CA）やグランドスタッフ
（GS）など航空業界をめざす学生が熱心に聞き入った。

　

A
N
A
大
阪
空
港
で
は
、外
国
語
学
部
09

年
卒
業
で
G
S
の
冨
岡
さ
ゆ
り
さ
ん
と
短
大

07
年
卒
業
の
林
裕
香
さ
ん
の
2
人
の
O
G
が

参
加
＝
写
真
㊥
＝
。実
際
の
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア

着
用
で
訪
れ
た
入
社
6
年
目
の
グ
ラ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
部
の
林
さ
ん
は
「
滑
走
路
に
向
か
う

飛
行
機
を
地
上
か
ら
手
を
振
っ
て
見
送
り
、

お
客
さ
ま
か
ら
も
窓
越
し
に
返
事
が
き
た
と

き
は
本
当
に
う
れ
し
い
。入
社
し
て
一
番
の

思
い
出
は
、初
め
て
プ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
（
車
両

で
飛
行
機
を
押
し
駐
機
場
か
ら
移
動
さ
せ
る

作
業
）
を
任
さ
れ
た
と
き
。大
き
い
パ
ワ
ー
を

持
っ
た
車
両
な
の
で
、見
た
目
よ
り
操
作
は

難
し
い
で
す
」
と
、具
体
的
な
体
験
談
に
学
生

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

世
界
5
番
目
の
旅
客
数
を
抱
え
る
羽
田
空

港
を
拠
点
と
す
る
A
N
A
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
で
は
、外
国
語
学
部
09
年
卒
業
で
G
S

の
森
内
絢
子
さ
ん
が
出
席
。A
N
A
便
の
ほ

か
、外
資
系
航
空
会
社
7
社
の
手
続
き
業
務

を
委
託
さ
れ
て
お
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
ポ
リ
シ
ー
や
、ル
ー
ル
の
違
い
に

戸
惑
う
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、学
ぶ
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。全
日
空
の
教
室
で
は
、

95
年
外
国
語
学
部
卒
業
の
ベ
テ
ラ
ン
C
A
・

井
上
彰
子
さ
ん
が
説
明
。面
接
時
の
化
粧
の

仕
方
な
ど
業
界
以
外
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答

え
て
い
た
。

　

日
本
航
空
は
、人
事
部
所
属
で
各
地
の
大
学

や
セ
ミ
ナ
ー
で
説
明
を
行
っ
て
い
る
現
役

C
A
2
人
が
出
席
＝
写
真
㊦
＝
。ま
ず
、航
空

ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
、旅
客
数
の
推
移
な
ど
現
状

を
述
べ
た
あ
と
、10
年
の
経
営
破
綻
に
至
っ
た

経
緯
、更
生
計
画
の
概
要
、破
綻
の
原
因
な
ど

時
間
を
費
や
し
て
詳
し
く
説
明
。一
方
で
、改

革
後
の
営
業
利
益
の
好
転
、今
後
の
目
標
な
ど

が
述
べ
ら
れ
た
。ガ
イ
ダ
ン
ス
を
前
に
1
号
館

の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
飛
行
機
内
の
模
型
）
を
見

学
し
た
2
人
は
、「
驚
き
ま
し
た
。大
学
に
こ
ん

な
施
設
（
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
が
あ
る
と
は
感
動

し
ま
し
た
。鶴
丸（
J
A
L
の
ツ
ル
の
マ
ー
ク
）

を
見
た
と
き
は
、思
わ
ず
声
を
あ
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
感
激
し
て
い
た
。

　

航
空
関
連
業
界
の
入
社
試
験
開
始
を
目
前

に
控
え
た
2
月
13
日
、中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
「
エ
ア
ラ
イ
ン
業

界
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
か
れ
た
。元
全

日
本
空
輸
（
A
N
A
）
の
客
室
乗
務
員
で

E
C
C
エ
ア
ラ
イ
ン
学
院
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
加
賀
野
井
道
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

業
界
の
採
用
状
況
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

（
E
S
）
記
入
で
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
指
導
を

受
け
た
。業
界
を
め
ざ
す
学
生
約
2
1
0
人

が
聴
講
。模
擬
面
接
な
ど
に
臨
ん
だ
。

　

ま
ず
、国
内
外
の
業
界
各
社
の
採
用
予
定

に
つ
い
て
一
覧
表
を
示
し
な
が
ら
説
明
。さ

ら
に
、募
集
要
項
か
ら
採
用
試
験
ま
で
の
流

れ
を
解
説
し
た
。加
賀
野
井
講
師
は
E
S
や

面
接
に
向
き
合
う
コ
ツ
と
し
て
、

「
T
O
E
I
C
が
9
0
0
点
の
人
が
不
合
格
に

な
る
し
、5
0
0
点
で
も
合
格
す
る
人
も
い

る
。要
は
、人
事
の
視
点
で
自
分
を
見
て
ほ
し

い
。あ
な
た
が
、採
用
担
当
者
な
ら
、あ
な
た

を
欲
し
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
し
、E
S
の
内

容
に
は
、受
験
者
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
る

と
語
っ
た
。

　

続
い
て
、外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
で
日

本
航
空
の
客
室
乗
務
員
に
内
定
の
松
井
愛
さ

ん
と
、J
A
L
ス
カ
イ
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ

フ
（
G
S
）
に
内
定
の
浜
田
莉
那
さ
ん
が
内
定

者
体
験
談
を
披
露
。松
井
さ
ん
は
「
あ
る
航
空

会
社
を
1
次
試
験
で
落
ち
て
し
ま
っ
た
。一

度
、挫
折
し
て
、失
敗
し
た
こ
と
、そ
こ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
大
き
い
」
と
話
し
、浜
田
さ
ん

は
①
毎
日
、新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を

作
り
、航
空
業
界
を
は
じ
め
、他
の
業
界
の
話

題
も
調
べ
、そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に
自
分
な
り

の
意
見
を
書
い
て
お
く
②
多
く
の
説
明
会
に

臨
み
、い
ろ
ん
な
業
界
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

な
ぜ
エ
ア
ラ
イ
ン
に
行
き
た
い
の
か
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
③
常
に
笑
顔
を
意
識
し
て
、

い
つ
、ど
こ
で
で
も
笑
顔
が
出
せ
る
練
習
を

し
た
―
と
、こ
の
時
期
に
す
る
べ
き
事
柄
を

伝
授
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、男
女
6
人
の
学
生
が
前
に
進

み
出
て
、グ
ル
ー
プ
面
接
の
体
験
を
し
た
＝

写
真
。加
賀
野
井
講
師
か
ら
ま
ず
、椅
子
の
座

り
方
で
、「
背
も
た
れ
に
背
中
を
付
け
な
い
」

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
あ
と
、加
賀

野
井
講
師
か
ら
の
質
問
に
、学
生
一
人
ひ
と

り
が
答
え
て
い
た
。模
擬
面
接
に
は
内
定
者

の
松
井
さ
ん
も
加
わ
り
、先
輩
と
し
て
の
お

手
本
を
示
し
て
い
た
。講
評
で
、加
賀
野
井
講

師
は
「
声
が
小
さ
い
。滑
舌
が
よ
く
な
い
。語

尾
が
上
が
る
」
な
ど
と
指
摘
し
、最
後
に
「『
私

を
採
用
す
る
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
よ
』

の
意
気
込
み
で
立
ち
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

第2回航空ガイダンス

エアライン直前対策セミナー
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Career Development 関西外大の最新ニュースはホームページにも掲載しています  http://www.kansaigaidai.ac.jp/

2
7
3
社
・
団
体

学
生
7
千
人
参
加

学
内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

卒
業
生
5
人
も
か
け
つ
け
る

C
A
内
定
者
ら
就
活
体
験
談

お
客
さ
ま
と
共
に

歓
び
を
創
れ
る
人

あなたが採用担当なら
あなたを採用したいか



アメリカ

アメリカ・オーストラリア・カナダ・スウェーデン

中国

北米・ヨーロッパ・アジア・アフリカ・中東

中国・香港

韓国・中国

フランス・カナダ

ドイツ・オーストリア

メキシコ

オセアニア・北米・ヨーロッパ・アジア・アフリカ

アルゼンチン･ブラジル・チリ・エクアドル

中国

北米・ヨーロッパ・アジア・アフリカ・中東

スペイン・メキシコ・ポルトガル・エクアドル・ドミニカ共和国

フランス・カナダ

ドイツ･オーストリア

中国・台湾

アメリカ・オーストラリア

アメリカ

オーストラリア･カナダ

アメリカ

各自選定

大学・大学院学位留学※1

学位留学※1

中国学位留学

２カ国留学※1

ビジネス＋中国語※1

中国語＋韓国語※1

フランス語圏２ヵ年

ドイツ語圏２ヵ年

スペイン語圏２ヵ年

秋

秋

秋

秋

秋

秋

秋

秋

秋

春

13年秋

秋

秋

春
英語/レギュラー

英語留学

認定※2（私費）留学

夏期語学研修

秋学期語学留学※3

春期語学研修

春学期語学留学

交換・推薦留学

３年

2年

1年

1年

10‐20
週間

5
週間

4‐5
週間

10‐20
週間

派遣
時期

11/18～ 11/21

4/22 ～ 5/1

11/18 ～ 11/21

9/24 ～ 9/27

9/24 ～ 9/27

11/18 ～ 11/21

̶ 新ＨＳＫ4～5級程度

5/20 ～ 5/23

9/23 ～ 10/1

4/22 ～ 5/1

5/20 ～ 5/23

9/24 ～ 9/27

7/8 ～ 7/11

7/8 ～ 7/11
11/18 ～ 11/21

4/15 ～ 4/19

4/22 ～ 5/7

5/1 ～ 5/8

5/7 ～ 5/10

5/8 ～ 5/14

10/8 ～ 10/11

10/1 ～ 10/8

10/8 ～ 10/11

10/1 ～ 10/7

11/18 ～ 11/21

11/30まで

4/30まで

TOEFL基準
最低受験
回数 平均点申込期間 有効TOEFL国・地域プログラム期間

500点以上
（１回は550点以上）

2012/12/15～2013/9/28分まで

2012/12/15～2013/9/28分まで

2012/11/24～2013/5/25分まで

2012/12/15～2013/9/28分まで

2012/11/24～2013/5/25分まで

2012/11/24～2013/7/6分まで

2012/11/24～2013/4/20分まで

2012/11/24～2013/5/11分まで

2012/12/15～2013/9/28分まで

2012/12/15～2013/9/28分まで

500点以上
（１回は550点以上）

500点程度

3回

3回

3回

490点程度

1回以上受験

1回以上受験（英語圏のみ）

1回以上受験（英語圏のみ）

1回以上受験

2回

450点程度2回
秋

春

韓国・イタリア

ベトナム・ロシア
語学留学

秋

春

13年秋

春

2012/12/15～2013/9/28分まで500点程度3回

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

̶ ̶

カナダ・ニュージーランド

中国

イギリス（2週間）

アメリカ・カナダ･オーストラリア・ニュージーランド・ドイツ・フランス・スペイン

中国

アメリカ･カナダ・オーストラリア・ニュージーランド・スペイン

中国

アメリカ･カナダ・オーストラリア・ニュージーランド

中国

※1　秋派遣　申込資格があるのは、交換・推薦留学秋派遣（英語での授業受講国）の選考試験の合格者のみ。
プログラムによっては、申込時または派遣時にTOEFL550点以上を取得していることが条件となるものがある。
詳細は、2013-14年度版「留学の手引き」やGAIDAI Portalに公開される募集要項を参照。
※2　2014年度申込時より認定留学制度は私費留学制度へ変更となります。
※3　2015年度申込時より、外国語学部生・国際言語学部生秋学期語学留学（英語圏）授業料免除プログラムが、実費の秋学期語学留学へと変更になります。

2013年度留学プログラム

　留学生別科の2013年春学期の授業が
２月４日開講。受講生は33カ国・地域の
164大学から328人。うち新規受け入れは
189人。残りは秋学期から継続生となる。
これにより別科が12～ 13年にかけての
１年間に受け入れた留学生の数は525人
（213大学）となった。
　修了式は５月25日の予定。それまで日
本語コースで学ぶほか、幅広い分野の講
義を受ける。留学予備教育を履修してい
る外大生と一緒に机を並べながら、さま
ざまな交流プログラムなどにも参加し、日
本やアジアへの理解を深めていく。
　年間525人の留学生の出身国別の内訳
は、アメリカ306人（118大学）▽オースト
ラリア30人（10大学）▽カナダ25人（12
大学）▽韓国17人（8大学）▽フランス15
人（6大学）▽フィンランド15人（5大学）
▽イギリス15人（4大学）▽スウェーデン
14人（5大学）▽オランダ12人（5大学）
などの順。
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土居　楓 さん
外国語学部英米語学科3年 可能性を決めつけずに

外の世界へ飛び出そう
　私は外大に入学すると決めた時から
学位留学を視野に入れて様々なことに挑
戦してきました。机に向かう勉強も大切
ですが、それ以上にできるだけ外の世
界に出て自分を試しながら、客観的に自
分を見つめるよ
う心がけてき
ました。
　昨年の夏休
みを利用してベ
トナム南部の
大都市ホーチ
ミン市で2週
間、ボランティ
ア 活 動 を 行
い、6カ国から
来た計22人で共同生活をしました。最初
は周りの英語力に圧倒され、なかなか思
うように会話が弾みません。
　このままでは来た意味がないと思い、
掃除や食事の時は積極的に動くように
努めました。すると周りも耳を傾けてくれ
たり、手伝ってくれたりして、自然と人が
集まるようになり、会話を楽しむ余裕が
出てきました。

留 学

活 動

　また、市内のクィヤング孤児院では英
語を教えたり、学校の補修をしたり。子
どもたちの笑顔に癒されながらも、彼ら
に立ちはだかる貧富の差という現実を知
ると、身につまされました。私には何がで

きるのか、この
現実をどう変え
ていきたいの
か。じっくりと
考えることで自
分を見つめ直
すきっかけにな
りました。
　ベトナムでの
経験は、私に
異文化理解の

大切さ、面白さ、そして自らの目で世界
を感じることがどれほど肝要かを気づ
かせてくれました。外に出て初めて自分
という個を認識でき、かつ視野を広げる
ことで可能性もおのずから広がってくる
と思います。
　一度しかない大学生活、自分で自分
の可能性を決めつけないで、広い世界に
どんどん飛び出していきたい。

準   備

　留学生別科でかつて学んだ経験があ
り、現在は法政大学経営学部准教授のジ
ェームズ・ラセガードさん＝写真右＝が２
月25日、高等教育の国際性をテーマにす
る自身の研究のため、別科に留学中の外
国人学生に聞き取り調査を行った。これよ
り先、母校の米ガスタバス・アドルファス
大学在学中に、本学から交換教授として
同大学に赴任し、交流して来た足立聿
宏・外国語学部教授と久しぶりの再会。
足立教授がコーディネートする大学院リレ
ー講座（ビジネスコミュニケーションコー
ス）の講師として７月、教壇にも立つ。
　ラセガード准教授はこの日、国際交流セ
ンターの応接室でジャスティン・ローチ君
（米マーシャル大）やジャード・バートラム
君（米イースタン・ミシガン大）＝写真左
＝ら４人と面接。どんな学習をしている
か、将来何をめざしているのかなどを質
問。彼らの発言をしっかりと録音もした。
　同准教授は、日本の高等教育の国際

性にからみ、日本の大学がどのような戦
略や企画で留学生を集めようとしている
かを中心に調査を始めており、すでに昨
年、東京の法政大と中央大ですませてい
る。地域的な広がりを持たせるために、
足立教授の支援で本学での調査が実現
した。
　「留学生たちがしっかりとした目標を持
って学んでいることがわかった。彼らの中
には再び日本に戻って、さらに学んだり、
働いたりすることを決めた人もいた。今後
さらに調査を広げて、研究論文をまとめ
たい」としている。

　ラセガード准教授は1985 ～ 86年の１
年間、交換留学生として本学の留学生別
科に在籍。85 ～ 88年にガスタバス大に
赴任していた足立教授＝写真左＝の日
本語クラスの指導助手になり、一緒に日
本語・日本文化研究紹介クラブ「東西
会」を設立、ドイツ語のクラブとソフトボ

ールの対
抗戦など
さまざまな
交流を重
ねた。
　足 立教
授の研究

室で再会した二人は、准教授が自身の
母とともに来日した時から約10年ぶりと
いう。足立教授は、ラセガード准教授が
大学卒業後10年間、日本の自動車会社
に就職し、その後、名古屋大学で教育
社会学の博士号を取るなど教育と研究

両面での奮闘をねぎらいながら、旧交を
温めていた。
　足立教授の依頼で実現する大学院の
リレー講義は７月22日（月）午後４時40
分から、中宮キャンパス・多目的ルームで
「Developing intercultural competence 
in a globalized world」をテーマに行う。

留学生別科（’12～’13
年間実績）

525人を受け入れ

恩師足立教授と再会 大学院リレー講義にも来訪

研究調査に“里帰り” ラセガード法大
准教授（別科OB）

かえで

孤児院の子どもたちと遠足に出かけた
動物園で遊ぶ土居さん（左端）



シンガポール発

アジアの中心で実践的スキルを学ぶ
外国語学部英米語学科４年　片山　阿斗夢君
 （交換留学・シンガポール南洋理工大学）

海外からの@メールHello!

5/27 ～ 6/5

6/3 ～ 6/14

6/3 ～ 6/14

11/4 ～ 11/15

11/4 ～ 11/8

6/24 ～ 6/27

2014/1/6 ～ 1/8

6/24 ～ 6/27

5/13 ～ 5/16

9/23 ～ 9/26

留学生別科共同開講科目（秋学期）※1

留学準備コース（中宮生のみ）（秋学期）

ビジネスプリビュープログラム（秋学期）

ビジネスプリビュープログラム（春学期）

日本語インターンシップ

国際交流セミナーハウス・RA　プログラム（秋学期）※2

国際交流セミナーハウス・RA　プログラム（春学期）※2

国際交流セミナーハウスルームメイトプログラム※2

交流プログラム※3（秋学期）

交流プログラム※3（春学期）

プログラム 申込期間

申込期間は変更になる可能性もあるので、関係部署掲示板を確認してください。 
※1　申込先は中宮・教務部、学研都市・学務課
※2　申込前に行われる申込前オリエンテーション参加必須
※3　スピーキングパートナー、エクスペリエンスジャパン、ホームビジットプログラム
　申し込み後の交流セミナー参加必須

特別プログラム・国際交流プログラム

　東南アジアの中で生活水準が高いシンガポールは、教育
レベルも上で、小学校からクラスを分け、優秀な生徒のみ高
次の教育を受けられることになっています。そのため、現地
の大学生は勉強熱心な人が多い。また地理的に東南アジア
の中心に位置しているとあり、生活様式や宗教が異なるさま
ざまな人々が暮らしています。

　そういう環境
の中、大学では
マーケティン
グ、アカウンテ
ィングなどのビ
ジネス学を履修
しています。授
業は主にプレゼ
ンテーションや

ディスカッション形式で、ソーシャルネットワークの公式ペー
ジや商品のプロモーションビデオを制作、実際に商品開発を
して発表をしました。毎日、プレゼンテーションのための打
ち合わせと大量のリーディングで授業についていくのは必死
ですが、関西外大とは異なる実践的なスキルを修得してい
ます。
　授業以外でも、週に１回、現地学生に「Japanese Village」
という日本に関することを教える活動をしています。たくさん
の学生に来てもらおうと公式ウェブサイトを立ち上げ、イベン
トを開催。毎回、どういう風に教えるか試行錯誤しながら盛
り上げを図っています。これからの進路のためにも、今ある
留学生活をもっと充実させたいと思います。

あ と む

ぢからもバトンタッチ

イベント用のマスクを付けて企画した仲間と並ぶ片
山君（左から4人目）
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　このイベントに
は芽ぢから1期生
のうちの5人（土谷
彰宏、渡辺涼介、
加登愛、日下部郁
恵、尾上舞のみな
さん）が応援に入
り、プログラムの節
目節目で的確なつ
なぎの案内や助言
を行い、2期生をバックアップした。
　これを受けて2期生の藤井君をはじめ

芦谷和世さん、中
村美瑳さん、矢口
絢香さん、山下茜
さん（いずれも外
国語学部英米語学
科1年）もしっかり
と進行に努めた。
新メンバーたちは
「参加者がよく盛り
上がってくれたし、

先輩メンバーが心強かった。これか
ら頑張っていく」と話していた。

腕ずもうを応援する芽ぢから新メンバーの5人（机前右から）

各チームの得点を掲げ、全員笑顔でフィナーレ

　開会式は午前10時、学生広場で行わ
れた。この時の気温はわずか2・3度。企
画した芽ぢから2期生を代表して藤井大
誠君（外国語学部英米語学科1年）が「き
ょう1日、大いに楽しんでください」とあ
いさつ。ラジオ体操で体を十分にほぐし
たあと、青、緑、赤、ピンク、黄の5組に

分かれて、競技
に臨んだ。
　午前中は風も
冷たく、断続的
に降る粉雪があ
おられるように舞
う文字通りの“真
冬の運動会”に
なった。それでも

参加者たちは懸命で、二人三脚では、
各チ―ム5ペアが出場。約50㍍のコー
スの途中に置かれた赤いコーンを１回タ
ーンして進みながらリレーし、早さを競
った。初めてとは思えないほど息を合わ
せて、軽やかにターンするペア＝写真＝
がいる一方で、足首を結ぶリボンが途
中でほどけて「なんでやねん」と大阪
弁で嘆く留学生もいた。
　さらに「しっぽとり」や「ドッジボール」
では、学生広場で機敏に動き回った。

　午後は国際交流センタ
ーラウンジに移して再開。
「障害物リレー」や「だる
まさんが転んだ」、「腕相
撲」に盛り上がった。また
1㍍四方のスペースに何人
が収まるかを競う「ギネ
ス」では、男子学生が女
子学生を肩車したり、背
負ったりしてハッスルして
いた。体を寄せ合いなが
ら15人も入ったチームが
第1位となった。
　最後にそれぞれのチー
ム得点が一斉に披露され
ると、大きな歓声とため息
が混ざり合った。随所に
ハッスルプレーを見せて
MVPに選ばれたウリ・グ
イノヴァート・ペデスコル
君（スペイン・バルセロナ
自治大学）は表彰状を手
に「この賞が取れたのは
みんなが支えてくれたお
かげ。小さくちぎってみん
なと分け合いたい」とジョークを飛ばし
ながら喜んだ。

　留学生別科の春学期に合わせて、スポーツやゲームを通して留学
生と交流する運動会イベント「Hot Winter 2013～寒いの寒いのと
んで行け！」が2月16日、中宮キャンパスで開かれた。昨秋から継続
して学ぶ人を含めて留学生30人、外大生70人の計約100人が一緒
になって喚声をあげた。このイベントで学生による企画グループ「芽
ぢからプロジェクト」の新メンバー 5人がデビュー。第１期メンバー
の手助けを受けながらプログラムを運営した。

100
人
が
競
演

留
学
生  

熱
い  

冬
の
運
動
会

　キャンパスでの昼休み、ラジオで留学をもっと身
近に感じて―― 4月9日から毎週火曜日午後零時30
分から新企画「ラジオde留学」（放送時間30分）
が中宮キャンパスで始まる。
　本学のＦＢＳ放送局（守山明梨局長）の協力支
援で、留学経験者が体験談
を披露したり、対談したりす
るほか、キャンパスで行われ
る国際交流イベントや勉強会
を案内する。音楽や最新ニュ
ースも流し、円形ステージで
昼食をとりながら気軽に留学
情報が得られる番組にする。

　第1回（9日）はアメリカに交換留学した江指早
紀さん（今年3月卒業）が「授業での苦労」をテー
マにまとめた現地での様子を、ＦＢＳ局員が15分
間にわたり朗読する。
　定時番組となるために、ＦＢＳとの事前の打ち合

わせもリハーサルとして収録
した音声を聞きながら入念に
行われた＝写真。毎回朗読
だけではなく、体験者の肉声
で留学の様子が伝えられた
ら、リアル感が鮮明になると
して、対談も折り込むことに
なった。

「ラジオde留学」9日放送開始

▽4月16日　稲口由紀乃（カナダ推薦
留学）「留学して気付いたカナダの魅力」
▽23日　留学生との対談▽30日　和
田博司（アメリカ学位留学）「努力してつ

かむ学位留学」▽5月7日　阪本優子（ア
メリカ英語／レギュラー）「編入からの留
学」▽14日　冨田純一（フィンランド交
換留学）「フィンランドの魅力」

今後の
「ラジオde留学」

放送予定
（出演者とテーマ、

敬称略）
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0
1

　（
本
学
秘
書
室
）

　

大
学
院
が
今
年
度
に
中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
く
3
つ
の
特
別
研
究
リ
レ
ー
講
義
の
日
程

が
決
ま
っ
た
。英
語
教
育
特
別
研
究
と
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
特
別
研
究
は
秋
か
ら
。

　

英
語
学
特
別
研
究
「
業
界
英
語
研
究
」
リ
レ

ー
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
（
英
語
学
専
攻
）
は
4
月
8
日
（
月
）

午
後
４
時
40
分
か
ら
多
目
的
ル
ー
ム
で
始
ま

る
。外
国
語
学
部
の
足
立
聿
宏
教
授
が
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。原
則
と
し
て
毎

週
月
曜
、一
部
は
土
曜
に
開
く
。計
15
回
。幅

広
い
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
陣
が

登
場
す
る
＝
日
程
は
別
表
参
照
。

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

※場所はいずれも中宮・多目的ルーム。時間は月曜が16：40～18：10。土曜は13：30～15：00。
　日程・講師・教室等は都合により変更になる場合があります。

４月 8日（月）

４月15日（月）

4月22日（月）

4月29日（月）

５月13日（月）

５月20日（月）

５月27日（月）

６月 1日（土）

６月 3日（月）

６月10日（月）

６月24日（月）

7月 1日（月）

7月 8日（月）

７月13日（土）

７月22日（月）

開催日

オリエンテーション

How the foreign media the change of government and Japan’s image

Leadership skills and self-actualization psychology

Leadership in business discourse

Working in airline industry

未定

You-attitude in English business writing

20世紀フォックス映画での業務内容と業務遂行のための英語表現

English : Your survival tool in the business jungle

仕事に役立つビジネス英語の学び方

What does a hotel consierge do?

通訳案内士とは（What is a tour guide?）

金融アナリストが見る、就活にも役立つ現在の国際金融経済の情勢

Brief history of Japanese airline companies and airline English

Developing intercultural competence in a globalized world

足立 聿宏（関西外大外国語学部教授）

Eric Johnston（ジャパンタイムズ大阪支社編集次長）

町田 哲司（関西外大外国語学部教授）

田中 宏昌（明星大人文部教授）

白石 裕史（アメリカン航空ビジネス・ディベロップメント・マネージャー）

未定（JTB）

Yeonkwon Jung（関西外大英語キャリア学部准教授）

根津  博一（新通・20世紀フォックス映画宣伝室）

Kirk Anderson（椿本チエイン ）

西  知男（元日鉄住友インターコム社長）

吉村  直行（リーガロイヤルホテル・チーフコンシェルジュ）

河野  久美子（アイビー・インターナショナル通訳者　外国語アカデミー京都本校講師）

松本  康宏（金融アナリスト［関西外国語大学 卒業生］）

大崎  康二郎（日本航空インターナショナル空港業務部受託契約室課長）

James Lassegard（法政大学経営学部准教授）

テーマ
講師（所属・職位）

平成25年度  大学院・英語学特別研究「業界英語研究」リレー講義日程表
ビジネスコミュニケーションコース（英語学専攻）

　

科
研
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基
盤
研
究

Ｂ「
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意
味

論
的
・
語
用
論
的
研
究
」）
の
研

究
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
科
学
研

究
費
補
助
金
に
よ
る
国
際
モ
ダ

リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
3
月
15
、16
両

日
、中
宮
・
多
目
的
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

　

4
回
目
と
な
る
今
回
は
、世
界
第
一
線
の
研

究
者
で
あ
るKarin A

ijm
er

名
誉
教
授
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
）
とLars 

Larm

准
教
授
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
ン
ド
大

学
）
を
お
迎
え
し
た
。 Aijm

er

名
誉
教
授
＝
写

真
㊦
＝
は
、英
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
「
モ

ダ
リ
テ
ィ
」（
＝
話
し
手
の
心
的
態
度
）
を
表

すm
ust

やm
åste

な
ど
の
表
現
を
コ
ー
パ
ス

言
語
学
の
見
地
か
ら
分
析
さ
れ
、Larm

准
教

授
は
、日
本
語
、英
語
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の

「
現
在
完
了
」
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
の
関
連
性
に

関
し
て
実
証
的
に
論
じ
ら
れ
た
＝
写
真
㊤
。

　

外
国
語
学
部
の
澤
田
治
美
教
授
、和
佐
敦

子
教
授
を
は
じ
め
科
研
メ
ン
バ
ー
全
員
の
研

究
も
報
告
さ
れ
、モ
ダ
リ
テ
ィ
と
因
果
性
、感

嘆
性
、可
能
性
、条
件
性
、尺
度
性
、直
示
性
な

ど
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
英
語
で
行

わ
れ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、招
聘
の
先
生
方
か

ら
、「
温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
謝
し
ま
す
」、

「
中
味
の
濃
い
充
実
し
た
議
論
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。今
後
も

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
研
究
会
で
あ
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、次
回
8
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

（
国
際
言
語
学
部
准
教
授
　
長
友
俊
一
郞
）

　

第
5
回
F
D
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
2
月
4
日
、

中
宮
・
多
目
的
ル
ー
ム
で
開
か
れ
、教
員
ら
約

70
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
㊤
。今
回
の
テ
ー

マ
は
「
自
ら
考
え
、判
断
し
、表
現
す
る
力
の

育
成
を
め
ざ
し
て
」。第
1
部
は
立
命
館
大
学

共
通
教
育
推
進
機
構
・
教
養
教
育
副
セ
ン
タ

ー
長
の
木
野
茂
・
同
大
学
教
授
が
「
授
業
と

F
D
の
二
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
め
ざ
し

て
〜
学
生
と
と
も
に
作
る
授
業
、学
生
と
と

も
に
進
め
る
F
D
〜
」
の
演
題
で
基
調
講
演

＝
写
真
㊦
。第
2
部
は
波
多
野
進
・
外
国
語
学

部
教
授
と
村
上
明
子
・
国
際
言
語
学
部
教
授

に
よ
る
提
言
・
事
例
研
究
が
行

わ
れ
た
。

　

第
1
部
は
神
田
修
悦
・
国
際

言
語
学
教
授
が
司
会
を
務
め
、

大
学
F
D
委
員
長
の
澤
田
治
美
・

外
国
語
学
部
教
授
が
開
会
の
言

葉
を
述
べ
た
後
、谷
本
義
高
・
大

学
学
長
が
「
授
業
を
通
じ
て
自

ら
考
え
、判
断
で
き
る
力
を
い

か
に
育
ん
で
い
く
か
。こ
れ
は
、

本
学
全
体
の
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
が
気
づ
き
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が

り
、授
業
を
変
え
よ
う
と
い
う
試
み
に
つ
な

が
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
で
、木
野
・
立
命
館
大
学
教
授
は

教
員
と
学
生
の
双
方
型
授
業
に
つ
い
て
、「
教

員
と
学
生
が
と
も
に
作
る
学
び
の
場
で
あ
り
、

主
体
的
、能
動
的
な
学
生
の
参
加
を
促
す
授

業
で
も
あ
る
。そ
の
第
一
歩
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
で
、様
々
な
手
法
が
あ

る
」
と
話
し
、教
室
外
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
授
業
へ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
導
入
な
ど
を

紹
介
。「
学
生
自
身
に
運
営
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ

研
究
・
発
表
も
盛
り
上
が
る
」
と
述
べ
た
。ま

た
、「
学
生
と
と
も
に
進
め
る
F
D
」
と
し
て
、

立
命
館
大
学
が「
ピ
ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
取
り
入
れ
た
学
生
F
D
活
動
に
ふ
れ
、

「
他
大
学
の
学
生
交
流
と
し
て
、2
0
0
9
年

か
ら
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
を
通
し
た
学
生
の
成
長
は
め
ざ
ま

し
い
」
と
語
っ
た
。

　

第
2
部
で
は
、
波
多
野
教
授
が
「
授
業

〝Japanology

〞
に
お
け
る
経
験
と
課
題
」
に

つ
い
て
発
表
。こ
の
授
業
は
、新
渡
戸
稲
造
の

「Bushido
」を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
、調
べ
学
習
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
重
視
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

実
践
も
目
的
の
一
つ
に
し
た
。グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
ひ
と
ま
ず
は
『
経
験
さ
せ
た
』
と
い
う
レ
ベ

ル
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
は
項
目
を
設
け
て
評
価

し
、学
生
の
評
価
も
求
め
た
。し
か
し
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
評
価
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
話
し
た
。ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、▽
学
生
の
関
心
が
多
様
化
し
て
い
る

中
で
、一
つ
の
授
業
だ
け
で
目
的
を
達
成
さ

せ
る
の
は
難
し
い
▽
高
校
教
育
の
多
様
化
を

前
提
に
す
る
と
、高
度
産
業
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
教
養
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
▽
目

的
達
成
の
た
め
に
全
体
的
な
仕
掛
け
が
必
要

だ
―
―
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

村
上
教
授
の
発
表
テ
ー
マ
は
「
変
質
す
る

大
学
教
育
と
批
判
的
理
性
の
育
成
」。知
識
基

盤
社
会
の
高
等
教
育
な
ど
を
論
じ
た
後
、「
日

本
語
表
現
論
」
で
、敬
語
を
取
り
上
げ
た
授
業

内
容
に
つ
い
て
語
っ
た
。こ
れ
は
、「
若
者
が

敬
語
を
身
に
付
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
と
い
う
問
題
解
決
型
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、グ
ル
ー
プ
学
習
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
中
心
に
講
義
を
進
め
た
も
の
で
、協
同
学

習
の
方
法
の
一
つ
「
ジ
グ
ソ
ー
法
」
を
活
用
し

た
。敬
語
学
習
を
「
敬
語
と
は
何
か
」「
尊
敬

語
」「
謙
譲
語
」「
丁
寧
語
・
美
化
語
」「
バ
イ
ト

敬
語
」
に
5
分
割
。テ
ー
マ
に
合
っ
た
教
材
の

読
解
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、

不
明
な
点
、あ
い
ま
い
な
点
を
な
く
し
て
、理

解
を
進
め
た
。村
上
教
授
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
の
敬
語
体
験
な
ど
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、教
室
で
学
ぶ
知
識
は
世
の
中
で
通
用

し
て
い
る
こ
と
の
ご
く
一
部
だ
と
い
う
こ
と

を
知
る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
」
な
ど
と

話
し
た
。

英
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
分
析

教
員
と
学
生
が
と
も
に
作
る
授
業

モダリティWSFDシンポ

ハ
イ
ネ
博
士
招
き
講
演
会

大
学
院
リ
レ
ー
講
義
日
程
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当
地
2
教
員
が
関
連
性
を
発
表

木
野・立
命
大
教
授
が
基
調
講
演



　

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎

知
識
と
ス
ペ
イ
ン
語

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ペ
イ
ン
語
の
基
礎
」

講
座
が
2
月
4
日
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

（
I
C
C
）
で
開
か
れ

た
。有
限
会
社
イ
ン

タ
ー
ス
ペ
イ
ン
代
表

取
締
役
で
、グ
ロ
ー

ビ
ス
経
営
大
学
院
経

営
学
研
究
科
に
在
籍
中
の
高
木
和
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、氏
の
豊
富
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
体
験

談
を
交
え
た
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
座
と
な
っ
た

＝
写
真
。前
半
の
テ
ー
マ
は
「
普
段
着
の
ス
ペ

イ
ン
語
を
仕
事
で
使
え
る
ス
ペ
イ
ン
語
へ
着

替
え
よ
う
!
」。ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
の
自
己

紹
介
の
方
法
や
オ
フ
ィ
ス
の
ス
ペ
イ
ン
語
表

現
を
学
ん

だ
。後
半
は

各
企
業
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
を
分

析
し
、ス
ペ

イ
ン
語
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。  

　

参
加
し
た

の
は
、大
学

院
生
や
ス
ペ

イ
ン
語
圏
の

国
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
4
年
生
、就
職
活
動
中
の
3
年
生
、

意
欲
に
あ
ふ
れ
る
1
、2
年
生
ら
11
人
。今
ま

で
学
ん
で
き
た
ス
ペ
イ
ン
語
が
ビ
ジ
ネ
ス
の

場
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
体
験
し

た
。参
加
者
か
ら
は
、「
私
の
プ
レ
ゼ
ン
を
先

生
が
褒
め
て
く
だ
さ
り
、本
当
に
嬉
し
く
て
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
。こ

れ
か
ら
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
！
と
い
う
気
に

な
っ
た
。」「
外
国
語
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

た
め
に
は
、日
本
語
で
の
思
考
・
分
析
・
表
現

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
わ
か
っ
た
」

と
い
っ
た
意
見
・
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
外
国
語
学
部
教
授
・
和
佐
敦
子
）

論題

2007年３月、本学外国語学部スペイン語学科卒。同年４月、本学大学院博士課
程前期（言語文化）、09年４月、同後期（言語文化）に各入学。12年4月から関
西外国語大学外国語学部非常勤講師。

経歴

Pedro Páramo o la crítica del logocentrísmo:
hacia una nueva interpretación de la obra 
『ペドロ・パラモ』あるいはロゴス中心主義批判
――新たな作品解釈に向けて

　この論文は、メキシコの作家フアン・ルル
フォの小説『ペドロ・パラモ』（1955）に、多角
的な視点から分析を加えた作品論である。同
小説は証言性に重きを置くメキシコ革命小
説から、斬新な手法を駆使した〈新しい小説〉
へと、メキシコにおける小説の主流が転換し
ていく重要な時期に出版され、メキシコだけ
でなく、60～70年代のラテンアメリカの作家
たちに大きな影響を与えた。
　論文は、多くの先行研究を踏まえた上で、
ノースロップ・フライの原型批評、魔術的リ

アリズムの概念、中沢新一の対称性の論理、ジェラール・ジュネットの物語論、エーリッ
ヒ・ノイマンの深層心理学的神話解釈を援用しながら、先行の作品解釈を批判的に検証。
『ペドロ・パラモ』が新たな時代の訪れを告げる希望をはらんでいるという解釈を提示し、
人間中心主義、ひいてはロゴス中心主義の乗り越えが行われていることを論証した独自
性が高く評価された。
　砂原さんは「約８年を費やした努力が、博士論文という形で結実したことをとてもうれ
しく思います。ただ、再検討すべき点を挙げればきりがありません。今後も知的好奇心を
絶やさず、知識の幅を広げることを忘れずに研究を続けたいと思います」と話している。

砂原　由美さん（2012年３月研究指導終了退学）

論題

2006年７月、大連外国語大学　日本語学院日本語学科卒。09年７月、同大学院
博士課程前期（言語文化）卒。この間の07年９月から１年間、桜美林大学に交
換留学。09年９月、関西外国語大学大学院博士課程後期（言語文化）入学。11年
４月から関西外国語大学短大部非常勤講師。

経歴

日中広告言葉に関する対照研究

　日本と中国の広告言葉を、対照言語学、社
会言語学、認知言語学の角度から音韻、語彙、
文法、認知上の特徴を比較し、詳細な分析を
行った。広告言葉に表される両国の美意識、
価値観からライフスタイル、文化的心理など
における共通点と相違点を分析し、両文化の
違いと根源について考察した。
　それによると、音韻の韻律とハーモニーの
追求や、簡潔かつ感染力に富む文型と文法の
採用では両国に共通する部分があった。一方
で、中国の広告言葉は全体に抑揚があり、他

動詞、使役動詞を用いる。韻律感が強く、きちんと整えた対句を多用する。
　日本の広告言葉は、オノマトペ（擬音語・擬態語）を多用し、リズム感を強める。商品と直
接関係しない自動詞を用いる。七五式、名詞止め、省略のような余情に富む構文をよく用
いる。
　中国人は中庸、調和、大局を意識するため、広告言葉は「大から小へ」「全体から部分へ」
という思考様式を反映したものが多い。日本人は細部への気配りを重視するため「局部か
ら全体」を見る様式を体現するなどとした研究は画期的、独創的で、有意義であると評価
された。
　趙さんは「この３年間は私にとって新しい人生を感じさせるかけがえのない貴重な時
間でした。平坦ではありませんでしたが、同時に研究者としての充実感を積み重ねること
ができました。今後は研究に取り組み、一人前の講師になることを目指します」と語った。

趙　嵐さん（博士課程後期）

博士号授与

　

日
本
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
学
会
や
日

本
中
国
語
学
会
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
中
国

語
の
翻
訳
・
通
訳
に
関
係
す
る
諸
学

会
で
精
力
的
に
活
躍
し
、『
中
日
・
日

中
経
貿
辞
典
』（
共
著
）
な
ど
著
書
・

論
文
が
多
い
。学
内
外
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
た
び
た
び
招
聘
さ
れ
、講
演
・

発
表
を
行
い
、こ
の
分
野
で
の
業
績

は
顕
著
で
あ
る
。Ｆ
Ｄ
活
動
に
も
積

極
的
で
授
業
改
善
に
真
摯
に
取
り
組

む
。学
生
の
「
授
業
評
価
」
も
高
い
。

中
国
語
を
学
ぶ
学
生
の
た
め
に
「
関

西
外
大
・
戸
毛
敏
美
奨
学
金
」
を
設

置
す
る
な
ど
、永
年
に
わ
た
り
中
国

語
教
育
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

戸
毛
教
授
の
話
「
受
賞
は
身
に
余

る
光
栄
で
す
。外
大
に
来
て
18
年
。

近
現
代
史
を
知
ら
ず
に
大
学
に
入
っ

た
学
生
た
ち
に
、一
年
の
あ
る
日
が

日
中
で
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
な

ど
を
地
道
に
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
な
ど
で
中
国
語
を
好
き
に

な
っ
て
い
っ
た
学
生
た
ち
が
い
て
く

れ
た
お
か
げ
で
す
」

　

本
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
活
動
の
す
べ
て
に
深

く
関
わ
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、充

実
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。Ｆ
Ｄ
の

機
関
誌
『
高
等
教
育
研
究
論
集
』
の
編
集
に
携

わ
り
、学
外
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
研
究
会
へ
も
積

極
的
に
参
加
。さ
ら
に
、『
教
職（
英
語
）研
究
・

実
践
集
録
』
の
編
纂
に
携
わ
り
、学
会
・
研
究

会
で
の
発
表
な
ど
も
豊
富
で
、こ
の
分
野
の

著
書
・
論
文
も
多
い
。長
年
、全
国
英
語
授
業

研
究
学
会
会
長
を
務
め
、英
語
教
育
力
の
増

進
に
尽
力
し
た
。学
生
に
よ
る
「
授
業
評
価
」

　

1
9
9
9
年
に
関
西
外
大
に
着
任
。2
0
0
6

年
か
ら
6
年
間
、Ｉ
Ｅ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
Ｉ

Ｅ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
・
発
展
さ
せ
て
き
た
。Ｉ

Ｅ
Ｓ
は
本
学
独
自
の
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

１
、２
年
次
の
週
８
回
の
授
業
で
「
聞
く
、話
す
、読

む
、書
く
」
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
修
得
す
る

た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
・
改
善
に
大
き
く
貢

献
し
た
。ま
た
、招
聘
教
員
に
よ
る
教
育
研
究
活
動

や
招
聘
教
員
同
士
の
自
主
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
、招
聘
教
員
を
ま
と
め
あ
げ
て
き
た
。学
生

に
よ
る
「
授
業
評
価
」
も
高
い
。

　

リ
ン
ゼ
イ
教
授
の
話
「
受
賞
は
大
変
光
栄
で
す

が
、皆
様
の
お
か
げ
で
す
。学
生
へ
の
指
導
も
、Ｉ

Ｅ
Ｓ
の
外
国
人
教
員
取
り
ま
と
め
も
、『
協
力
』
が

最
も
重
要
で
し
た
。日
本
人
学
生
や
留
学
生
も
含

め
、皆
が
同
じ
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、同
じ
情
熱
を
持

っ
て
め
ざ
し
ま
し
た
。私
は
そ
の
手
助
け
を
し
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
」

も
高
い
。大
阪
府
立
高
の
学
校
協
議
会
委
員

な
ど
社
会
的
活
動
に
も
取
り
組
む
。

　

並
松
教
授
の
話
「
受
賞
は
唐
突
に
感
じ
ま

す
が
、大
変
あ
り
が
た
い
。毎
年
10
月
に
教
員

試
験
に
パ
ス
し
た
と
い
う
連
絡
が
何
よ
り
う

れ
し
い
。今
年
度
も
6
年
挑
戦
し
て
、念
願
叶

え
た
人
が
い
た
。教
師
冥
利
だ
。今
後
と
も
健

康
、誠
実
、目
標
あ
る
継
続
、リ
ラ
ッ
ク
ス
の

4
つ
の
心
得
を
学
生
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

　

2
0
1
2
年
度
の
関
西
外
大
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
は
、英
語
キ
ャ
リ
ア
学
部
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
リ
ン
ゼ
イ
Jr. 
教
授
▽
外
国
語
学
部
の
並
松
善
秋
教
授
▽
国
際
言
語
学
部
の
戸
毛
敏
美
教
授

の
3
人
に
決
ま
り
、3
月
9
日
の
学
位
記
授
与
式
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
た
。今
年
度
で
3
回
目
。リ

ン
ゼ
イ
教
授
の
受
賞
は
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
単
独
と
し
て
は
初
。

　

同
賞
は
本
学
の
教
員
が
対
象
で
、教
育
・
研
究
で
の
業
績
、学
生
へ
の
指
導
、実
践
活
動
（
Ｆ
Ｄ

活
動
、Ｇ
Ｐ
取
得
、科
研
費
取
得
、ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
指
導
）
へ
の
貢
献
、学
会
や
審
議
会
の
役

（
委
）
員
な
ど
で
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
人
が
選
ば
れ
る
。

　

受
賞
理
由
は
次
の
通
り
。

教
職
研
究
に
多
く
の
実
績

リンゼイ教授

戸毛教授

ＩＥＳの構築
改善に貢献

並
松
教
授

ビジネス中国語で活躍
左からリンゼイ、並松、戸毛の各教授

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
に
3
教
授

仕事で使える
スペイン語を
基礎講座開く
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　大学院学位記授与式の場で、博士号（言語文化）を取得した博士課程後期修了生
の砂原由美さんと、趙嵐さんに谷本義高学長から博士号が授与された。２人の研究
テーマや喜びの言葉を紹介する。



日本大会終了後のVIPパーティーで、
鳥取県代表の甲斐朝子さんと笑顔を見せる黒住さん（右）

　
「
大
阪
府
代
表
は
、エ
ン
ト
リ
ー
番
号
2

番
、黒
住
良
恵
さ
ん
」
―
―
歓
声
の
中
、舞
台

中
央
に
立
っ
て
眩
し
い
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
た
。光
は
真
っ
暗
な
会
場
を
通
る
一
本

の
道
と
な
り
、そ
の
先
に
泣
い
て
い
る
母
が

見
え
た
。ス
ピ
ー
チ
の
言
葉
を
用
意
し
て
い

た
の
に
「
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
」
と
言
っ
た
だ

け
で
涙
が
溢
れ
て
き
た
。

　

大
阪
生
ま
れ
で
中
1
か
ら
柔
道
を
始
め
た
。

高
校
は
兵
庫
の
強
豪
校
に
進
学
、個
人
戦
で

近
畿
3
位
の
成
績
を
収
め
た
。結
果
重
視
の

厳
し
い
世
界
で
、努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
こ

と
を
学
ん
だ
。外
大
で
も
柔
道
部
に
入
部
。周

り
を
思
い
や
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
仲
間

は
、今
も
良
き
理
解
者
だ
。

　

卒
業
後
の
2
0
1
2
年
4
月
1
日
、誘
わ

れ
る
ま
ま
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
大
会
を

見
に
行
っ
た
。全
国
の
代
表
が
並
ぶ
中
、芯
の

強
い
美
し
さ
を
持
っ
た
女
性
に
一
目
で
魅
了

さ
れ
た
。必
ず
優
勝
す
る
と
確
信
し
た
そ
の

人
は
、日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
原
綾
子
さ
ん

だ
っ
た
。「
原
さ
ん
の
よ
う
な
強
く
て
美
し
い

女
性
に
な
り
た
い
」
―
―
そ
の
日
か
ら
ミ
ス
・

ユ
ニ
バ
ー
ス
へ
の
挑
戦
を
始
め
た
。

　

1
7
8
㎝
の
長
身
を
細
く
し
よ
う
と
、5

か
月
で
12
キ
ロ
減
量
し
た
。書
類
審
査
と
一

次
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
、11
月
27
日
の

大
阪
大
会
出
場
を
決
め
た
。舞
台
で
は
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
意
識
を
集
中
し
、念
願
の
代

表
の
座
を
掴
ん
だ
。し
か
し
、極
端
な
食
事
制

限
と
有
酸
素
運
動
に
よ
る
自
己
流
ダ
イ
エ
ッ

ト
で
低
体
温
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

　
「
筋
ト
レ
で
筋
肉
量
を
増
や
し
、基
礎
代
謝

を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
」。大
会
終
了
後
、パ

ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
山
田
太
平
さ
ん
に

指
摘
さ
れ
た
。4
年
前
か
ら
の
知
り
合
い
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
に
加
え
、整
体
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
よ
る
ボ
デ
ィ
ケ
ア
も
行
う
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
を
申
し
出
て
く
れ
た
。

　

健
康
で
美
し
い
体
作
り
に
励
ん
だ
か
い
あ

っ
て
日
本
大
会
前
の
2
週
間
、代
表
42
人
と

参
加
し
た
研
修
で
、体
重
、体
脂
肪
、筋
肉
量

全
て
が
理
想
値
に
な
り
、栄
養
学
講
師
・
細
川

モ
モ
さ
ん
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
今
年
3
月
4
日
の
日
本
大

会
。一
次
審
査
で
15
人
に
選
ば
れ
た
が
、優
勝

は
果
た
せ
な
か
っ
た
。そ
れ
で
も
「
限
界
ま
で

挑
戦
し
、志
の
高
い
人
々
に
出
会
え
た
か
け

が
え
の
な
い
経
験
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。今

後
は
、細
過
ぎ
る
日
本
女
性
が
健
康
で
美
し

く
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
、パ
ー
ソ
ナ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
を
め
ざ
す
と
言
う
。

　
「『
美
』
と
は
感
謝
す
る
こ
と
。好
き
な
言
葉

は
『
芯
』。ぶ
れ
る
こ
と
な
く
真
っ
直
ぐ
に
生

き
た
い
」。美
し
さ
に
た
く
ま
し
さ
も
加
わ
っ

た
23
才
は
、さ
ら
な
る
挑
戦
を
誓
っ
て
い
る
。

黒住　良恵さん

2013ミス・ユニバース・ジャパン
大阪府代表に選ばれた

外大このひと着新 本
『あたまの地図帳 : 
 地図上の発想トレーニング19題』
下東史明著、朝日出版社　所蔵：中宮図書館 ３F

発想力を鍛えるために、著者がまず
実行したトレーニングは、対象をじっ
と見続けること。立場、方角、ルーツ
…というように視点を変えると、見慣
れた地図にも発見があります。本書
を通して、知っているつもりの知識・
情報から新しい価値を自分で見つけ
出すための思考法を実践していきま
す。新年度を迎えて立場や環境が
変化する中で、自分を見つめなおす
のに役立つ1冊です。

『動じない。
 超一流になる人の心得』
王貞治ほか著、幻冬舎　所蔵：中宮図書館 ２F

元プロ野球の有名な選手・監督で
ある王貞治氏と広岡達朗氏、そして
心身統一合氣道会会長の藤平信
一氏の3人の鼎談本です。「出来
たというのは無意識に出来て初めて
出来たといえる」、「力の使い方とは、
力の抜き方である」など、スポーツ選
手だけでなく大学生の皆さんにも通
じる考え方が、経験に基づく言葉で
たくさん語られています。

『マスクと日本人』
堀井光俊著、秀明出版会　所蔵：中宮図書館3F、穂谷図書館３F

近年、マスク姿の人がめずらしくなく
なった日本。著者は日本人がマスク
をつけるか、つけないかは文化と関
係があるといいます。マスクは、はた
して予防なのか、マナーなのか、それ
ともお守りなのか？　日本人とマスク
との関係を歴史と調査を踏まえて論
じています。

『はなちゃんのみそ汁』
安武信吾・千恵・はな著、文藝春秋　所蔵：穂谷図書館４F

余命わずかの母が、５歳の娘・はな
ちゃんに遺したもの。それは、「食べる
ことは生きること」と、食事の大切さ
や料理方法を丁寧に教えています。
小学３年生になったはなちゃんが、母
の死にもめげずに、母からの教えを
守り、明るく生きている姿に涙しま
す。この本を読んで、生きていくため
に大事なことは何なのかを気づいて
ほしいです。

　

大
学
時
代
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
で
あ
る
と
、よ

く
言
わ
れ
ま
す
。ま
だ
社
会
に
出
て
い
な
い
大

学
生
の
間
は
、一
人
前
の
大
人
に
な
る
べ
く
自

己
を
確
立
す
る
た
め
の
猶
予
期
間
と
い
う
わ

け
で
す
。皆
さ
ん
の
中
に
も
、い
わ
ゆ
る
「
自

分
探
し
」
の
真
っ
た
だ
中
と
い
う
人
が
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
。「
自
分
は
一
体
何
者
な
の
か
」

「
ど
こ
へ
進
む
べ
き
な
の
か
」
―
―
誰
で
も
一

度
は
こ
う
し
た
問
い
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
そ

バラク・オバマ著、
木内裕也・白倉三紀子訳／

ダイヤモンド社
2400円＋税

私
の
　
押
し

外
国
語
学
部
准
教
授
　
松
原
　
陽
子

『
マ
イ
・
ド
リ
ー
ム

　
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
自
伝
』

外国語学部英米語学科　2012年卒

新刊   本学教員の書いた本
『ひつじ意味論講座 第6巻
 意味とコンテクスト』
澤田治美編著、ひつじ書房／３２００円＋税

『日本の外交  第１巻  
  外交史 戦前編』
片山慶隆ほか著、岩波書店／３８００円＋税

『植民地独立の起源
 フランスのチュニジア・モロッコ政策』
池田亮著、法政大学出版局／５６００円＋税

『ガルシア・ロルカと三島由紀夫
 20世紀  二つの伝説』
小阪知弘著、国書刊行会／４４００円＋税

の
難
問
を
前
に
、戸
惑
い
、葛
藤
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た

い
一
冊
が
『
マ
イ
・
ド
リ
ー
ム
―
バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
自
伝
』
で
す
。現
ア
メ
リ
カ
大
統
領
で
あ

る
オ
バ
マ
の
生
い
立
ち
や
経
歴
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。し
か

し
こ
の
自
伝
に
は
、そ
う
し
た
伝
記
的
事
実
だ

け
で
は
計
り
知
れ
な
い
若
き
日
の
オ
バ
マ
自

身
の
内
面
が
、本
人
の
手
で
率
直
に
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。原
題Dream

s From
 M
y Father

が
示
す
よ
う
に
、こ
の
自
伝
は
「
ひ
と
り
の
少

年
に
よ
る
父
親
探
し
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、「
そ
の
探
索
を

通
し
て
ア
メ
リ
カ
黒
人
と
し
て
生
き
る
意
味
」

を
見
出
し
て
い
く
ひ
と
り
の
若
者
の
「
自
分
探

し
」
の
物
語
で
も
あ
る
の
で
す
。若
き
日
の
苦

悩
や
葛
藤
を
包
み
隠
さ
ず
吐
露
す
る
オ
バ
マ

の
物
語
に
、お
そ
ら
く
皆
さ
ん
も
同
じ
若
者
と

し
て
、感
服
よ
り
も
む
し
ろ
共
感
を
覚
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

本
書
は
ま
た
、ア
メ
リ
カ
研
究
の
絶
好
の
入

門
書
で
も
あ
り
ま
す
。自
ら
を
取
り
巻
く
現
在

の
環
境
を
、歴
史
的
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら

分
析
す
る
鋭
い
批
評
眼
は
、こ
の
自
伝
に
教
養

書
と
し
て
の
側
面
を
与
え
て
い
ま
す
。ア
メ
リ

カ
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
の
あ
る
読
者
に
も
、

ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
一
冊
で
す
。
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│
│
ガ
ル
シ
ア・ロ
ル
カ
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物

で
し
ょ
う
か
。

小
阪　

ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ
は
20
世
紀
ス
ペ

イ
ン
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
で
劇
作
家
で
す
。

東
洋
世
界
、特
に
日
本
文
化
と
俳
句
へ
の
深
い

洞
察
を
作
品
に
投
影
し
て
い
ま
す
。ロ
ル
カ
文

学
に
魅
了
さ
れ
た
三
島
は
、幾
つ
か
の
戯
曲
を

精
読
し
批
評
ま
で
書
い
て
い
ま
す
。

│
│
ロ
ル
カ
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ
か
け
は
。

小
阪　

本
学
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
在
学
中
の

98
年
、交
換
留
学
生
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
自

治
大
学
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
実
際

に
観
た
ロ
ル
カ
の
前
衛
劇
『
五
年
経
っ
た

ら
』
に
感
銘
を
受
け
、ス
ペ
イ
ン
演
劇
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。国
立
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学

大
学
院
で
も
ロ
ル
カ
を
研
究
、2
0
0
7
年

に
完
成
さ
せ
た
博
士
論
文
の
日
本
語
訳
が

本
書
で
す
。

│
│
三
島
と
比
較
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
？

小
阪　

三
島
と
ロ
ル
カ
の
作
品
や
生
き
方
に

共
通
点
が
あ
る
と
、清
水
憲
男
先
生
ら
の
研

究
者
や
女
優
の
岸
田
今
日
子
さ
ん
に
よ
っ
て

以
前
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

私
は
比
較
文
学
の
手
法
で
類
似
点
を
分
析
、

両
作
家
の
作
品
と
生
涯
を
読
み
解
く
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

│
│
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
伝
説
」の
意
味
は
。

小
阪　

彼
ら
の
作
品
に
は
、国
や
言
葉
、時

代
を
超
越
し
た
普
遍
性
が
あ
り
ま
す
。加
え

て
、ロ
ル
カ
は
詩
人
、演
出
家
、デ
ッ
サ
ン

画
家
、三
島
も
小
説
家
、批
評
家
、演
出
家

そ
し
て
俳
優
と
い
っ
た
多
分
野
で
活
躍
し

た
芸
術
家
で
し
た
。彼
ら
は
い
く
つ
も
の
仮

面
を
使
い
分
け
た
演
劇
的
な
人
生
を
送
り
、

自
ら
が
伝
説
と
な
る
よ
う
自
身
の
人
生
を

演
出
し
ま
し
た
。文
学
の
み
な
ら
ず
、存
在

そ
の
も
の
が
20
世
紀
を
象
徴
す
る
伝
説
と

い
え
ま
す
。

│
│
今
も
両
作
家
の
戯
曲
が
頻
繁
に
上
演
さ

れ
ま
す
。

小
阪　

共
通
点
の
多
い
ロ
ル
カ
の
『
ベ
ル

ナ
ル
ダ
・
ア
ル
バ
の
家
』
と
三
島
の
『
サ
ド

侯
爵
夫
人
』
を
は
じ
め
、近
現
代
の
諸
問
題

を
反
映
し
た
舞
台
を
実
際
に
観
て
、両
伝
説

の
創
り
上
げ
た
世
界
を
体
感
し
て
ほ
し
い

で
す
。
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聞

外
国
語
学
部
講
師
　
小
阪
　
知
弘

『
ガ
ル
シ
ア・ロ
ル
カ
と
三
島
由
紀
夫

　
　
　

―

20
世
紀　

二
つ
の
伝
説
』

（
国
書
刊
行
会
／
4
4
0
0
円
＋
税
）
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